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部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、 

部品供給型式を必ずご連絡下さい。 
 

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。 
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安全に関する警告について 
 
本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。
警告を守り、安全な作業を行ってください。 
 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 
            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 
            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 
            示します。   
 

 

 安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
  警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 
  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 
  注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。
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ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡を

含む傷害を生じる恐れがあります。 
作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書をよ

くお読みになり、十分に理解をしてからご使用くださ

い。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
 機械の取り扱いで分からない事があった時、取 
  扱説明書を製品に近接して保存していないため、 
  自分の判断だけで対処すると思わぬ事故を起こ 
  し、ケガをする事があります。 
  取扱説明書は分からない事があった時にすぐに 
  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 
  さい。 

 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されている安全上の注意事項 
  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始める時は、製品に貼付している警告ラ 
  ベル、取扱説明書に記載されている安全上の注 
  意事項、取扱要領を十分に理解してから行って 
  ください。 

 
 
 警告 
 体調が悪い時、機械操作に不慣れな場合などに 
  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 
  次の場合は、運転しないでください。 
  
□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 

 より作業に集中できない時。 
□  酒を飲んだ時。 
□  機械操作が未熟な人。 
□ 妊娠している時。 

 
 
 警告 
 作業に適さない服装で機械を操作すると、衣服 
  の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 
  まねく事があります。 
  次に示す服装で作業してください。 
  
□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

 
□  ズボンや上着は、だぶつきのないものを着 
  用する。 
□  帽子を着用する。 
□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどは 

 しない。 

 
 
 警告 
 機械を他人に貸す時、取扱説明書に記載されて 
  いる安全上の注意事項や取扱要領が分からない 
  ため、思わぬ事故を起こす事があります。 
  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してください。 

 
 
 注意 
 機械の改造や、当社指定以外のアタッチメント 
・ 部品などを取り付けて運転すると、機械の破 

  損や傷害事故をまねく事があります。 
  機械の改造はしないでください。 
  アタッチメントは、当社指定製品を使用してく 
  ださい。 
  部品交換する時は、当社が指定するものを使用 
  してください。 

 
 
 注意 
 始業点検を怠ると、機械の破損や傷害事故をま 
  ねく事があります。 
  作業を始める前には、取扱説明書に基づき点検 
  を行ってください。 

 
 
 警告 
 エンジン又は電動機を始動する時、トラクタの 
横やステップに立ったまま行うと、緊急事態へ 
 の対処ができず、運転者はもちろん周囲にいる 
 人がケガをする事があります。 
  運転席に座り、周囲の安全を確認してから行っ 
  てください。 
 エンジンを始動する時、主変速レバーを「Ｎ」 
(中立)にして行わないと、変速機が接続状態に 

なっているため、トラクタが暴走し思わぬ事故 

を起こす事があります。 

  主変速レバーを「Ｎ」(中立)にして行ってくだ 

  さい。 

 急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ 
  り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻 
  き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。 
  周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してくだ 
  さい。 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存

取扱説明書をよく読んで作業

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は 
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 室内で始動する時、排気ガスにより中毒になる 
  事があります。 
  窓、戸などを開け、十分に換気してください。 
 ＰＴＯを切らないでエンジン又は電動機を始動 
すると、急に作業機が駆動され、周囲にいる人 
がケガをする事があります。 

  ＰＴＯを切ってから始動してください。 

 
 
 警告 
 作業機を着脱するためにトラクタを移動させる 
  時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
  れてケガをする事があります。 
  トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ 
  さい。 
 注意 
 作業機をトラクタに着脱する時、傾斜地や凹凸 
   地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 
   に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
   平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 作業機をトラクタから切り離す時、輪止めをせ 
  ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 
  こす事があります。 
  切り離す時は、必ず、スタンドを接地させ、作 
  業機の車輪に輪止めをしてください。 
 連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽く 
  なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
  トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 
  ンスを取ってください。 

 
 
 危険 
 カバーのないパワージョイントを使用すると、 
  巻き込まれてケガをする事があります。 
  カバーのないパワージョイントは、使用しない 
  でください。 
 カバーが損傷したまま使用すると、巻き込まれ 
  てケガをする事があります。 
  損傷したらすぐに取り替えてください。 
  使用前には、損傷がないか点検してください。 
 トラクタまたは電動機を作業機に着脱する時、 
第三者の不注意により、不意にパワージョイン 
トが回転し、ケガをする事があります。 

  ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンまたは電動 
機をとめて行ってください。 

 カバーのチェーンを取り付けないで使用すると 
  カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事が 
  あります。 
  トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない 

 所に連結してください。 

 
 注意 
 最伸時の重なりが１００㎜を下回ると、ジョイ 
  ントを回転させた時、破損しケガをする事があ 
  ります。 
  最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、ジ 
  ョイントの突き上げが起きる事があり、ジョイ 
  ントの破損をまねき、ケガをする事があります。 
  適正な重なり量で使用してください。 
 パワージョイントを接続した時、クランプピン 
  が溝に納まっていないと、使用中に外れ、ケガ 
  をする事があります。 
  溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
  かめてください。 

 
 
 注意 
 トラクタに作業機を装着して公道を走行すると、 
  道路運送車両法に違反します。 
  トラクタに作業機を連結しての走行はしないで 
  ください。 

 
 
 危険 
 移動走行する時、トラクタのブレーキペダルが 
   左右連結されていないと、片ブレーキになり、 
   トラクタが左右に振られ横転などが起こり、思 
   わぬ事故をまねく事があります。 
   ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは左 
   右連結して使用してください。 
 警告 
 トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラク 
   タから転落したり、運転操作の妨げになって、 
   緊急事態への対処ができず、同乗者はもちろん、 
   周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 
   ります。トラクタには、運転者以外の人は乗せ 
  ないでください。 
 急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落とさ 
  れたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 
  を起こす事があります。 
  急制動・急旋回はしないでください。 
 坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎると、 
  転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 
  低速走行してください。 
 旋回する時、内輪差により周囲の人を作業機に 

 巻き込み、ケガをさせる事があります。 
 周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保って 
 ください。 

 側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路肩 
  を走行すると転落事故を起こす事があります。 
  路肩は走行しないでください。 
 高低差の大きい段差を乗り越えようとすると、 
  トラクタが転倒あるいは横転し、ケガをする事 
   があります。 
  あゆみ板を使用してください。 

作業機を着脱する時

移動走行する時

パワージョイントを使用する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 
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 作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす 

 る事があります。 
  また、物を載せて走行すると、落下し、周囲の 
  人へケガを負わせる事があります。 
  作業機の上には、人や物などはのせないでくだ 
  さい。 
 傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をまね 
  く事があります。 
  低速で走行してください。 
  下り走行をする時、坂の途中で変速すると、暴 
  走する原因となります。 
  坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりてく 
  ださい。 
 わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、 
  周囲の人への危険回避などができず、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  前方や周囲へ十分に注意を払いながら運転して 
  ください。 
 手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、事 
  故を起こす事があります。 
  しっかりとハンドルを握って運転してください。 
 作業機を昇降する時、周囲に人がいると、下降 
  する本機に挟まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
 注意 
 作業機への動力を切らないで走行すると、周囲 
  の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
  あります。 
  移動走行する時は、ＰＴＯを切ってください。 
 機体を上げた状態でＰＴＯを回すと、ジョイン 
  トの角度がきつくなり、ジョイントを破損し、 
  ケガをする事があります。 
  機体が上昇しているときは、ＰＴＯを切ってく 
  ださい。 
 ホッパ内に積載した状態で走行すると、旋回時 
  や傾斜地で作業機が転倒し、ケガをする事があ 
  ります。 
  ホッパ内に積載して状態で走行しないでくださ 
  い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 危険 
 ネットを通す時やネット巻付装置を調整する時、 
  ネットフレーム内に手を入れると、ナイフが動 
  き出しケガをすることがあります。 
  ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
  ださい。 
 運転中又は回転中、ローテーションアームなど 
  に接触すると、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
 警告 
 ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの 
  間に挟まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  後方をよく確認してから開けてください。 
 ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
  まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  ゲートを開けて点検・整備する時は、ソウサボ 
  ックスの電源を切り、ストップバルブをロック 
  し、ゲートを確実に固定してください。 
 フィルムホルダの昇降中、不用意に手を入れる 
  と挟まれ、ケガをする事があります。 
  フィルムホルダに手を入れないでください。 
 傾斜地で排出するとベールが転がり、巻き込ま 
  れてケガをする事があります。 
  ベールの排出は、平坦な場所で行ってください。 
 ネットを通す時、ローラに接触すると巻き込ま 
   れ、ケガをする事があります。 

 ＰＴＯを切り、エンジン又は電動機をとめてか 
ら行ってください。 

 作業をする時、周囲に人を近づけると、機械に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
   周囲に人を近づけないでください。 
 作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業する 
  と、機械の破損により、ケガをする事がありま 
  す。 
  指定回転速度を守ってください。 
 作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす 
  る事があります。 
  また、物を載せて作業すると、落下し、周囲の 
  人へケガを負わせる事があります。 
  作業機の上には人や物などはのせないでくださ 
  い。 
 調整等で作業機に接近する場合、コントロール 
  ボックスの電源が切れていることを確認してく 
  ださい。 
  作業機が停止している時でも、コントロールボ 
  ックスの電源が入っている場合、不意に動き出 
  し、思わぬ事故を起こす事があります。 
 

作業する時
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  注意 
 運転中又は回転中、ユニバーサルジョイントに 
  接触すると巻き込まれ、ケガをする事がありま 
  す。手を入れないでください。 
運転中又は回転中、カバーを開けると回転物に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  カバーを開けないでください。 
 カバーの開放部から手を入れると、回転物に巻 
  き込まれ、ケガをする事があります。 
  手を入れないでください。 
 フィルム巻き付け作業中、フィルムやストレッ 
  チローラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
  事があります。 
  作業中はさわらないでください。 
 機械の調整や、付着物の除去などを行う時、Ｐ 
  ＴＯおよびエンジンまたは電動機をとめずに作 
業すると、第三者の不注意により、不意に作業 
機が駆動され、思わぬ事故を起こす事がありま 
す。 

  ＰＴＯを切り、エンジンまたは電動機をとめ、 
回転部や可動部がとまっている事を確かめて行 
ってください。 

 機体を上げた状態でＰＴＯを回すと、ジョイン 
  トの角度がきつくなり、ジョイントを破損し、 
  ケガをする事があります。 
  機体が上昇しているときは、ＰＴＯを切ってく 
  ださい。 
高所で作業を行う場合は、転落・落下事故に注 
意してください。 

 
 
 
 警告 
 トラクタから離れる時、傾斜地や凹凸地などに 
   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 
  起こす事があります。 
  平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエン 
  ジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を防い 
  でください。 
 トラクタから離れる時、作業機をあげたままに 
  しておくと、第三者の不注意により不意に降下 
  し、ケガをする事があります。 
  下限まで降ろしてからトラクタを離れてくださ 
  い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業が終わったら 
 
 
 
 危険 
動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の除 
  去作業などを行うと、機械に巻き込まれてケガ 
  をする事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンまたは電動機をとめ、 
回転部や可動部がとまっている事を確かめて行 
ってください。 

 注意 
 ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
  まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  ゲートを開けて清掃する時は、操作ボックスの 
 電源を切り、ストップバルブをロックし、ゲー 

  トを確実に固定してください。 
高所で作業を行う場合は、転落・落下事故に注 
意してください。 

  
 
 
 注意 
 作業後の点検を怠ると、作業機の調整不良や破 
  損などが放置され、次の作業時にトラブルを起 
  こしたり、ケガをする事があります。 
  作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検を 
  行ってください。 
 

 
 
注意 
 機体をあげたまま格納すると、機体が不意に下 
  降して思わぬ事故を起こす事があります。 
  機体を下限まで降ろして格納してください。 
 テーブル上にベールを載せた状態で作業機を格 
  納すると、不意に後ローラが下がりテーブル上 
  からベールが落下し、思わぬ事故を起こす事が 
  あります。 
  保管時にはテーブル上にベールを載せないでく 
  ださい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時

終業点検の励行 

長期格納する時は 
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 危険 
 運転中又は調整中、ネットフレーム内に手を入 
  れると、ナイフが動き、ケガをすることがあり 
   ます。 
  ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
   ださい。 
 警告 
 ネット巻付装置を調整する時、ローラに接触す 
  ると巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  エンジン又は電動機をとめてから行ってくださ 
  い。 
 ゲートを開けての点検・整備中、不意にゲート 
   が閉まり、挟まれてケガをする事があります。 
ゲートを開けて点検・整備をする時は、操作ボ 
ックスの電源を切り、ストップバルブをロック 
し、ゲートを確実に固定してください。 

 注意 
 機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 
  破損やケガをする事があります。 
  取扱説明書に基づき行ってください。 
 ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調整 
  を行う時、第三者の不注意により、不意に降下し、 
  ケガをする事があります。 
  トラクタロワーリンクの油圧回路をロックして 
  行ってください。 
 傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、ト 
  ラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ＰＴＯおよびエンジンまたは電動機をとめずに 
作業すると、第三者の不注意により、不意に作 
業機が動き出して、思わぬ事故を起こす事があ 
ります。 

  ＰＴＯを切り、エンジンまたは電動機をとめ、 
回転部や可動部がとまっている事を確かめて行 
ってください。 

 油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷があると、 
  飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降下 
  で、ケガをする事があります。 
  補修もしくは部品交換してください。 
  継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
  無くしてから行ってください。 
不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
  を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  元通りに取り付けてください。 
 バッテリからバッテリコードを外す時は、側 
  から外し、取り付ける時はから取り付けてく 
  ださい。 
  もし、逆にすると、作業中工具がトラクタに接 
  触した場合、火花が生じ、火災事故の原因にな 
  ります。 
高所で作業を行う場合は、転落・落下事故に注 
意してください。 
本製品には水銀を含む部品が使用されています。 

  ≪水銀使用部品番号 1203130000 ロータリコ 
  ネクタ≫ 
  使用済みとなりました部品は“水銀を含む産業 
  廃棄物”として、専門の処理業務に処理しても 
  らってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不調処置・点検・整備をする時 
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 適切な装着で安全な作業をしましょう。 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ トラクタへの装着 
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１. ２Ｐフレーム 
トラクタ又はモータユニットと作業機本体を連結さ 
せるものです。 

 
２. パワージョイント 
トラクタ又は電動機（モータユニット）の動力を作 
業機本体に伝えます。 

 
３. シャーボルト（Ｍ８×３２） 
過負荷が作用した場合に動力源と作業機本体の動力 
を遮断し、各部の破損を最小限におさえるものです。 
※油圧駆動部分は保護されません。 

 
４. ホッパコンベア 
ホッパに積載された飼料を供給コンベア側へ送りま 
す。 

 
５. ビータ 
ホッパに積載された飼料をならし、供給コンベアに 
定量供給します。  
６. 供給コンベア 
ホッパコンベアより送られた飼料を成形室へ送りま 
す。また、搬送コンベアより戻された飼料を成形室 
に送ります。  

７．オーガ 
供給コンベアより送られた飼料を左右に振り分け成 

形室に送ります。  
８．ネットバインディング装置 
成形が終了したベールにネットを巻付けるものです。  
９．搬送コンベア 
ベールをテーブルに移動させます。また、ベール成 
形中搬送コンベア上にこぼれた飼料を供給コンベア 
に戻します。 

 
10．テーブル 前ローラ 
後ローラとベルトで連結され、ベールを回転させる 
ところです。  
11．テーブル 後ローラ 
油圧モータにより駆動され、ベールを回転させると 
ころです。  
12．ローテーションアーム 
油圧モータにより駆動され、先端部にストレッチロ 
ーラを搭載し、ベールの周りを回転するところです。  
13．ストレッチローラ 
フィルムを装着し、フィルムの引き出される力で駆 
動ローラによりフィルムを引き伸ばします。  
14．安全バー 
作業中に接触すると作業機の油圧の動作を停止させ 
る装置です。  
15．フィルムホルダ 
ラッピング終了時にフィルムを切断・保持する装置 
です。  

16．制御ボックス 
本作業機の動作を制御する電子基盤が入っていると 
ころです。 

 
17．油圧ポンプ（タンデム、シングル） 
油圧を発生させる装置です。 

 
18．油圧タンク 
油を貯めておくところです。 

 
19．ストップバルブ 
ゲートの動きを止めるバルブです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20．足場台、はしご 
ネットロール装着時等に使用します。 
※高所作業時は転落・落下等に十分注意してください。 
 
21．操作ボックス 
本作業機の操作を行なう装置です。設定確認、設定 
変更も行うことができます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
22．ラジコン送信機・受信機 
遠隔操作で自動運転の開始と停止を行う装置です。 
※送信機使用電池 ＣＲ２０３２（１ヶ） 

 
23．パトライト（ベーラ部、ラップ部） 
作業中に点滅し、周囲に作業の状態を知らせるラン 
プです。 
遠隔操作で自動運転の開始と停止を知らせるランプ 
です。 

 
24．小型電動コンプレッサ（標準装備） 
ＡＣ100Ｖ 750Ｗ 

ネット繰り出しの補助、清掃時に使用します。  
25．ロードセル（ＳＶＷ３５００ＬＣのみ） 
ベール重量設定での成形作業時に使用します。 
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本製品は適切な動力源との連結により的確に性能を発

揮できるように設計されています。 
不適切な動力源との連結によっては、本製品の耐久性

に著しい悪影響を及ぼすことがあります。 
この製品の適応動力は次の通りです。 
 

適応動力 
３７～７３．５ｋＷ 
（５０～１００ＰＳ） 

 
本製品の適応動力より小さな動力源で使用すると、

負荷に対し十分なパワーが出ないことがあります。 
逆に適応動力よりも大きな動力源でのご使用時には、

過負荷に対し機体の適正値を超えたパワーが出てし

まい、作業機の破損の原因となることがあります。 
 

３ 組立部品 
 
１．解梱 
  固定されている部品をほどいてください。 
２．組立部品の明細 
  梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要部

品がそろっているか確認してください。 
３．組立要領 
  各部品の組立に必要なボルト・ナット類は、梱包

明細の符号を参照してください。 
 
（１）ベーラ側パトライトの取り付け 

パトライトとブラケットは出荷時に組み付けて 
います。 
パトライトブラケットにマグネットが付いてい 
ますので、ホッパ後方部へ設置してください。 
設置後はパトライトにコードを接続してくださ 
い。 

 
コードの色 パトライト 

緑 アオ 

白 キイロ 

赤 アカ 

 
 

 
取り付けは、高所作業となりますので十分注意 
 して作業を行ってください。 
パトライト、ラジコン受信機の据え付けが不完 

 全な場合、機体の振動などにより、脱落の恐れ 

があります。確実に据え付けてください。 
  
 

 

（２）ラップ側パトライトの取り付け 

パトライトブラケットにマグネットがついてい 
ますのでラップ上部のカバーに設置してくださ 
い。 
ローテーションアームが回転した時に、たるん 
だコードが引っ掛からない様に固定してくださ 
い。 
設置後はパトライトにコードを接続してくださ 
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ラジコン受信機の取り付け 

受信機のブラケットにはマグネットがついてい 
ますのでホッパ右側後方に設置してください。 
設置後は受信機にコードを接続してください。 
各駆動部が移動した時に、たるんだコードが引 
っ掛からないように固定してください。 

 
 

４ トラクタへの装着 
 

１．ロワーリンクヘの連結 

 
 
作業機を連結させるためにトラクタを移動させ 
る時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟 
まれてケガをする事があります。 
 トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ 
さい。 
 

 
 
作業機をトラクタに連結する時、傾斜地や凹凸 
地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 
に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽く 
  なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
  トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 
  ンスをとってください。 
  

 
 
 

２ 適応動力範囲 

  警 告  

  注 意 

  取扱い上の注意 
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（１）トラクタのエンジンを始動して、トラクタのロ

ワーリンク先端部と作業機の左右のロワーリン

クピンの位置が合うまで後進して、トラクタを

とめてください。 
エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてくださ

い。 
（２）左のロワーリンクを連結し、抜けどめにトラク

タに付いているリンチピンをロワーリンクにさ

してください。 
   次に、右のロワーリンクも同順で行ってくださ

い。 
（３）左右のロワーリンクが同じ高さになるように、 
   トラクタ右側のアジャストスクリューで調整し

てください。 
（４）トラクタのエンジンを始動し、トラクタロワー

リンクを昇降する油圧レバーを操作して作業機

を少し上げ、エンジンをとめてください。 
（５）作業機中心がトラクタ中心におおよそ一致する

位置に、チェックチェーンでセットし、作業機

の横振れをなくしてください。 
（６）作業機の姿勢が水平になるように、トラクタロ

ワーリンクを調整してください。 
（７）トラクタのハンドルをいっぱいに切りゆっくり

前進して、トラクタと作業機が接触しないこと

を確認してください。トラクタと作業機の一部

が接触する時は、トラクタの後輪のトレッドを

狭くするか、旋回時にハンドルを切りすぎない

よう十分注意して作業してください。 
 

２．電装品の取付 
 
本製品はコード；３．５×２×５０００（1520820000）

を使用します。 
 
 
バッテリからバッテリコードを外すときは（－） 
 側から外し、取り付けるときは（＋）側から行 
ってください。 

 もし、逆にすると作業中工具がトラクタに接触 
した時火花が生じ、火災事故の原因になります。 

  
（１）電源取り出しコードの配線・接続 

コード；３．５×２×５０００（以下コード）

をトラクタバッテリに配線してください。黒色

は側、白色は側です。 

本製品はＤＣ１２Ｖ専用です。 
 
 
 
 
 
 

①バッテリからバッテリコードを外してください。 
②バッテリコードの端子部にコードのコード 
（白色）端子を共締めしてください。 
③バッテリコードの端子にコードのコード（黒 
色）端子を組み込んでからバッテリコードの端 
子をバッテリに取付けてください。 

④トラクタ操作や作業の邪魔にならないように、コ 
 ードを固定してください。 

 
（２）操作ボックスの据え付け 

①作業機側コードをトラクタ側座上近くまで引き込 
み、操作ボックスを接続します。 
②電源取り出しコードを接続します。 
③操作ボックスの裏側にマグネットがついておりま 
す。 
操作のしやすい場所で平らな面に据え付けてくだ 
さい。 
④操作ボックスの電源スイッチを押し、電源を入れ 
て液晶が点灯するか確認してください。 
⑤点灯しない場合は以下の点を確認してください。 
  コードのヒューズ（３０Ａ）の切断 
  バッテリとコードのの接続の間違い 
 

 
操作ボックスとバッテリを接続するコードは、ス 
ター純正品のデンゲンコードを使用してください。 

  
 

 
必要電源は１２Ｖです。 
 電圧を確認してから接続してください。 
電源取り出しコードは、たるまないよう、トラ 
クタ本体に配線してください。 
コード先端をバッテリ接続の際、・を間違 
わないでください。 
操作ボックスは、他社製の電源取り出しコード 
に接続可能ですが、・の配線違いのものが 
あります。 
必ず付属の当社純正コードを使用してください。 

電源の取り出しは、必ずトラクタのバッテリか 
ら直接取り出してください。 
シガーソケット等から取り出した場合、正常な 
動作が行えない場合があります。 
電源取り出しコード及び作業機側コードと接続 
の際は、操作ボックスの電源スイッチをＯＦＦ 
の状態で接続してください。 

使用しない時は、必ず操作ボックスをコードか 
ら外してください。 
バッテリあがりの原因となります。 

作業機側コードは、作業機の動きに順応できる 
余裕を持たせ、又、他の部位に引っ掛からない 
ようにたるみをとり固定してください。 

 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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操作ボックスの据え付けが不完全な場合、機体 
の振動などにより、脱落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 

操作ボックス及び制御ボックスは水濡れ、結露 
により破損する場合があります。 
使用しない時は、住居室内で保管してください。 
操作ボックスの液晶部は、過度な力が加わると 
破損する恐れがあります。液晶部に過度な力を 
加えないでください。 

  

３．灯火器の接続 
 
 

 
トラクタに電装品の結線をする時、エンジンキ 
ーをＯＦＦにしないで行うとショートする事が 
あります。 
エンジンキーをＯＦＦにして行ってください。 

  
作業機はトラクタと連動するテールランプを装備し 
ています。 
電装はトラクタとコネクタで接続します。 
トラクタ側の外部電装品取り出し口がＤＩＮ規格 7 
Ｐコネクタで装備されている場合は、そのまま作業 
機側コネクタをトラクタ側コネクタに接続してくだ 
さい。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
なお、６Ｐコネクタ（オスコネクタ，メスコネクタ），

８Ｐコネクタに対応した中間ハーネス（1172730000）
をオプションで用意しています 

  トラクタ側の外部電装品取り出し口が６Ｐコネクタ

（オスコネクタ，メスコネクタ）,８Ｐコネクタで装

備されている場合は、中間ハーネスを使用して接続

してください。 

 又、トラクタによっては、電装品を接続すると、リ

レーの容量が不足し、点灯しないときがあります。 
トラクタのリレーの容量不足で電装品が点灯しない

ときは、トラクタ販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【 配線一覧表 】 
 

スター適要 
コ
ネ
ク
タ 

中間ハーネス（オプション） 
７Ｐコネクタ 

（DIN規格） ８Ｐコネクタ ６Ｐオスコネクタ ６Ｐメス 
コネクタ 

燈火装置動作 
配
線
色 

ト
ラ
ク
タ 

ヤンマー 

クボタ 

ヰセキ 

（出荷時） 

ヰセキ クボタ 三菱 
ヤンマー 
（出荷時） 三  菱 クボタ 

（出荷時） 
スター標準 
仕様 

方向指示左 緑 

端
子
番
号 

３ ６ ４ ４ ４ ２ １ １／Ｌ 

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ５ ４ ３ ６／５４ 

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ １ ３ ５ ５／５８Ｒ 

方向指示右 白 ５ １ ７ ７ ６ ５ ６ ４／Ｒ 

アース 黒 １ ８ ２ ２ ボディアース ボディアース ボディアース ３／３１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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作業機側コネクタの配線は下図の通りです。なお、

コネクタは接続面方向から見ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間ハーネスの８Ｐコネクタおよび６Ｐコネクタ 
（オス，メス）は下図の通りです。なお、コネク 
タは接続面方向から見ています。 
 各コネクタの配線は【配線一覧表】の出荷時の通 
りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 配線替えが必要な場合は、【配線一覧表】に基づ

き、配線の差し替えを行ってください。 

 トラクタによっては、一覧表と異なる場合があり

ます。必ず動作確認を行ってください。 
また、トラクタ側に外部電装品取り出し口が装備

されていない場合は、別途トラクタ側コネクタの

電気配線が必要となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

５  パワージョイントの装着 

 
 
 
カバーのないパワージョイントを使用すると、 
 巻き込まれてケガをする事があります。 
 カバーのないパワージョイントは、使用しない 
でください。 
カバーが損傷したまま使用すると、巻き込まれ 
てケガをする事があります。 
損傷したらすぐに、取り替えてください。 
使用前には、損傷がないか点検してください。 
トラクタまたは電動機を作業機に着脱する時、 
第三者の不注意により、不意にパワージョイン 
トが回転し、ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンまたは電動 
機を切ってから行ってください。 
カバーのチェーンを取り付けないで使用すると、 
カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事が 
あります。 
トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない 
所に連結してください。 
 

 
 
最伸時の重なりが１００㎜を下回ると､ジョイ 
ントを回転させた時、破損しケガをする事があ 
ります。 

 最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、ジ 
ョイントの突き上げが起きることがあり、ジョ 
イントの破損をまねき、ケガをする事がありま 
す。 
適正な重なり量で使用してください。 

パワージョイントを接続して時、クランプピン 
が軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、 
ケガをする事があります。 
溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
かめてください。 
  

 

 

 

 

 

 

  危 険 

  注 意  
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１．長さの確認方法 

（１）パワージョイント単体で、最縮長時の安全カ 
バー（アウタ）端部位置を安全カバー（イン 
ナ）にマーキングしてください。 

（２）パワージョイント（アウタ）から、パワージ 
ョイント（インナ）を引き抜いてください。 

（３）ロワーリンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ 
Ｃ軸が最も接近する位置で、昇降を停止して 
ください。 

（４）ピン付ヨークのクランプピンを押して、ＰＴ 
Ｏ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クランプピンがも 
との位置に出るまで押し込んでください。 

（５）安全カバー同士を重ね合わせた時、安全カバ 
ー（アウタ）と端部位置のマーキング位置の 
間隔が２５㎜以下の場合は、２５㎜の間隔を 
保つように切断方法の手順に基づき切断して 
ください。 

（６）ロワーリンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ 
Ｃ軸が最も離れる位置で、昇降を停止してく 
ださい。 

（７）安全カバーを重ね合わせた時、パイプ（アウ 
タ）とパイプ（インナ）の重なり量が１００ 
㎜以下の場合は、販売店に連絡し、長いパワ 
ージョイントと交換してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←トラクタＰＴＯ軸    作業機ＰＩＣ軸→ 

 
 
 
 

２．切断方法 

（１）安全カバーのアウタ・ 
インナ両方を長い分だ 
け切ります。 

 
 
（２）切り取った同じ長さを 

パイプの先端から計り 
ます。 

 
（３）パイプのアウタとイン 

ナ両方を金ノコまたは 
カッターで切断します。 
切断する時は、パイプ 
の中にウエスを詰め、 
パイプ内面に切り粉が 
付着するのを防いでください。 

（４）切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げてか

らパイプをよく清掃し、次にグリースを塗布

して、アウタとインナを組み合わせます。 
 

３．安全カバーの脱着方法 
 
 (１)安全カバーの分解手順 

①固定ネジを取り外して 
ください。 

 
 
 
 
②安全カバーを取り外し 
位置へ回してください。 

 
 
 

 
③安全カバーを引き抜い 
  てください。 

 
 
 
 
④スライドリングを取り 
外してください。 
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（２）安全カバーの組立手順 

①ヨークのスライドリン 
グ溝とパイプ（インナ） 
にグリースを塗ってく 
ださい。 

 
 
②スライドリングのつば 
をパイプ側に向け、切 
り口を開いて溝にはめ 
てください。 

 
 
③その上に安全カバーを 
はめてください。 

 
 
 
 
④カバーをしっかりとま 
るまでまわしてくださ 
い。 

 
 
 
⑤固定ネジを締め付けてださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．パワージョイントの連結 

（１）ピン付ヨークのクランプピンを押して、ワイ 

ドアングル側を作業機のＰＩＣ軸、他方をト 

ラクタのＰＴＯ軸に連結し、クランプピンが 

もとの位置に出るまで押し込んでください。 

 
 
パワージョイントを接続したとき、クランプピ 
ンが軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、

ケガをする事があります。 
溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
かめて行ってください。 

パワージョイントの取り付け方向が逆の場合、 
ジョイントが破損し、ケガをすることがありま 
す。 

  
 
（２）パワージョイントは、アウタカバーをトラク 

タＰＴＯ軸側に、インナカバー側をＰＩＣ軸 

側に接続してください。 

（３） 安全カバーのチェーンを固定した所に取り付 

け、カバーの回転を防いでください。 

  チェーンは３点リンクの動きに順応できる 
余裕を持たせ、また他へのひっかかりなどが 
ないように余分なたるみを取ってください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  注 意  

安全カバー チェーン 



                     -19-

 
 
 
 
機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。 
 

１  運転前の点検 

 
１．トラクタ各部の点検 
 トラクタの取扱説明書に基づき、点検を行ってく

ださい。 
 
２．連結部の点検 
（１）ロワーリンクと２Ｐフレームの連結部点検 

 ①ロワーリンクピンのリンチピンは、挿入され
て 
いるか。 

②チェックチェーンは張られているか。 
③不具合が見つかった時は、「1-4-1 ロワーリ 
ンクへの連結」の説明に基づき不具合を解消 
してください。 

（２）パワージョイントの点検 

①ジョイントの抜け止めのクランプピンが軸の 
溝に納まっているか。 

②ジョイントカバーのチェーンの取付に余分な 
たるみはないか。 
また、適度な余裕はあるか。 
③ジョイントカバーに損傷はないか。 
損傷している時は、速やかに交換してくださ 
い。 
④不具合が見つかった時は、「1-5 パワージョ 
 イントの装着」の説明に基づき不具合を解消 

してください。 

（３）電装コネクタの点検 

①トラクタの電装コネクタと確実に接続され

ているか。 

②電装コードに余分なたるみはないか。 

また、適度な余裕はあるか。 

 
３． 製品本体の点検 
（１）各部取付ボルトにゆるみはないか。 

又、ピン類の脱落はないか。 
（２）シャーボルトは切断されていないか。 

シャーボルトが切断していましたら部品表を 
参考にシャーボルトを交換してください。 

（３）油圧配管系統（油圧ホース･油圧金具･油圧シリ 
ンダ・油圧モータなど）で破損又は油漏れは 
ないか。 

   不具合が見つかった時は「6-1 不調処置一覧

表」の説明に基づき処置してください。 

（４）ローラチェーンの張りは適正か。 

   不具合が見つかった時は「5-4-3 ローラチェ

ーンの張り調整」の説明に基づき処置してく

ださい。 

（５）コンベアチェーンの張りは適正か。 

   不具合が見つかった時は「5-4-2 コンベアチ

ェーンのテンション」の説明に基づき処置し

てください。 

（６）ネット・フィルムの予備はあるか。 

（７）給油装置のリザーブオイルタンクにオイルが

十分入っているか。 

オイルが足りない時は「5-3 給油箇所一覧

表」の説明に基づき給油してください。 

（８）各部の給油・注油・給脂は十分か。 

   不具合が見つかった時は「5-3 給油箇所一覧

表」の説明に基づき給油してください。 

（９）タイヤの空気圧は適正か。 

不具合が見つかった時は表に基づき空気を

補充してください。 

 
タイヤサイズ 空気圧 

13.0/75-16-10PR 
294kPa 

（3.06kg/㎝2） 

 
（10）消耗部品の異常はないか。 
   「5-5 消耗部品の点検・交換の目安」に基づ

き点検を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 運転を始める前の点検 
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１．トラクタ油圧系統の確認 

 トラクタロワーリンクを昇降する油圧レバーを操 

 作し、ロワーリンクを上昇し、作業機を持ち上げ 

た状態で、降下がなければ、異常はありません。 

 トラクタ油圧系統などに異常がある時は、トラク

タ販売店にご相談ください。 

 
２．油圧系統の点検 
（１）ゲート開閉の確認 

 
 
ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの 
間に挟まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないでください。 
 後方をよく確認してから開けてください。 
 

 
 

 
ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。 
周囲に人を近づけないでください。 
ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが 
閉まり、挟まれてケガをする事があります。ス 
トップバルブをロックし、操作ボックスの電源 
を切り、ゲートを確実に固定してください。 

 
 
 
 
油圧継手やホースに、ゆるみや損傷があると、 
飛び出る高圧オイルでケガをする事があります。 

 補修もしくは部品交換してください。 
継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
無くしてから行ってください。 

 
 
 
 

 
                                        運転者の操作が必要 

な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確認後はストップバルブを「開」側にゆっくりと切

り替えて、ゲートを閉じます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
ローテーションアームがスタンバイの位置に無 
くてもゲート開閉操作が出来きます。 

ローテーションアームの位置に十分注意し、ゲ 
ート開閉操作を行なってください。 

 
 
 

２  エンジン始動での点検 

  注 意 

  警 告  

  取扱い上の注意 

・ゲート開閉のストップバルブが「開」側の位置にある。 
・ローテーションアームがゲートの動作範囲にない。ことを確認 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動 

操作ボックスの電源を入れ「作業選択」スイッチで 
＜ユアツチェック＞に合わせる 

操作ボックスの「ゲート開」スイッチを押す 

ゲートが上昇 

ストップバルブを「閉」側に切替 

ゲートが下降しなければ 
異常ありません。 

ゲートが下降する時は、オイル漏れ箇所を 
探し、補修または部品交換をしてください。 
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（２）その他の油圧系統の点検 

 
 
                                      運転者の操作が必要な 

動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
異常がある場合は異常個所を探し、補修または部品

交換をしてください。 
 
 
ローテーションアームがスタンバイの位置に無 
くてもゲート開閉操作が出来きます。 

ローテーションアームの位置に十分注意し、ゲ 
ート開閉操作を行なってください。 

 
 
３．給油装置の点検 
 
 
ゲートを開ける時、後方に人がいると本機とベ 

ールとの間に挟まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないでください。 

 後方をよく確認してから開けてください。 
 

 

（１）本機右側面供給コンベア付近及び、左側面油 

圧ポンプ付近の計２ヵ所のリザーブオイルタ 

ンクにオイルが入っているか確認してくださ 

い。 
 

（２）ＰＴＯを回し、操作ボックスのゲート「開」

スイッチを操作し、ゲートを数回開閉します。 
 
 

（３）トラクタのエンジンをとめ、各ブラシから適 

量給油されている確認をしてください。 

   給油量が適量でない時は「5-4-9 給油装置の

調整」の説明に基づき調整してください。 

   補給するオイルは食品機械用油、又は生分解

性植物油を使用してください。 

タンク容量は１．５リットルです。 
 

（４）左側面油圧ポンプ側の給油装置は、レバーの

手動操作により油圧ポンプ駆動チェーンへ供

給します。 

トラクタのエンジンを止め、レバー操作を行 

い各ブラシから適量給油されていることを 

確認してください。 

給油量が適量でない時は「5-4-9 給油装置の 

調整」の説明に基づき調整してください。 
 
４．作業機の電装がトラクタと正しく連動するか 
   トラクタのブレーキ、ウィンカーの操作をし

て作業機の灯火器（テールランプ）が正しく

連動するか確認してください。 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  警 告 

・ゲート開閉のストップバルブが「開」側の位置にある。 
・ローテーションアームがゲートの動作範囲にない。ことを確認 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動 
（エンジン回転は低速回転） 

操作ボックスの電源を入れ「作業選択」スイッチで 

＜ユアツチェック＞に合わせる 

・油圧ホースの圧力側、戻り側の接続に間違いがなく、 
 油が正常に流れているか 
・油圧ホース・電磁弁等から油漏れがないか 

操作ボックスの「油圧手動操作」スイッチを押す 

・各部の動作に異常がないか 
・油圧ホース・油圧モータ・油圧シリンダから油漏れがないか 
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１  本製品の使用目的 

 
１．本製品は、１０～２０ｍｍ程度に切断された「デ 

ントコーン、グラスサイレージを主体としたＴ 

ＭＲ」の定置での梱包作業に使用します。 
これ以外の目的には使用しないでください。 

 
 
 
梱包するＴＭＲの性状によっては、成形時のく 
ずれが多い場合又は、成形ができない場合があ 
ります。 
予行成形を行い成形性の確認を行ってください。 
外気温が低いときに作業を行う場合、作業機の 
油温が低く、正常に動作しない場合があります。

作業開始前に油圧可動部の動作を行い作業機タ 
ンク内の油温を暖めてから作業を開始してくだ 
さい。 

 
 
１．密封後のフィルムの損傷穴は必ず補修 
 誤ってフィルムに傷をつけたり、穴があいた場 
合は、必ず補修をしてください。 
そのままにしておくと、カビの発生や腐敗の原 
因となります。 

２．確実な保管 
 貯蔵場所は水はけの良い場所を選び、鳥・ネ 
ズミ・虫などの害から守るため、ネットで覆 
ったり、薬剤を撒くなどの工夫が必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 操作ボックス各部の名称 

 
 
 
操作ボックスの電源を切っても、ローラなどの 
動作は停止しません。動作を緊急に停止する際 
は、必ずトラクタのＰＴＯとエンジン又は電動 
機を停止し、操作ボックスの電源を切ってくだ 
さい。 

 
 
 
本書にて説明されていない操作は、絶対に行わ 

ないでください。機械が予期せぬ動作をしたり、 

プログラム上の設定値が書き換わり、正常な動 

作を行えなくなる場合があります。 

必要のない場合は必ずトラクタのＰＴＯとエン 
ジン又は電動機を止めてください。予期せぬ動 
作により、機器を破損したり、ケガをする恐れ 
があります。 

  
 
 
使用しない時は必ず操作ボックスをコードから 

外してください。 

バッテリあがりの原因となります。 
操作ボックスの据え付けが不完全な場合、機体 
の振動などにより、脱落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 

操作ボックスは水濡れ厳禁です。 
動作を途中で停止したい場合は、トラクタのＰ 
ＴＯとエンジン又は電動機を停止し、操作ボッ 
クスの電源を切ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 作業の仕方 

 良質な飼料作りをするために 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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（１）操作ボックスの操作と動作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①「電源」スイッチ 

電源のＯＮ、ＯＦＦに使用します。 
 
②「作業選択」スイッチ 

上下（△▽）のスイッチを押すことにより操作の

切換を行います。自動作業中にも切換が可能です。 

＜レンゾク＞ 

   ⇕  

＜１ソウサ＞ 

   ⇕  

＜５ソウサ＞ 

   ⇕  

＜１．５ソウサ＞ 

   ⇕  

＜ネット、ロードセル＞－ネット,ロードセル操作 

   ⇕  

＜ダンキウンテン＞－自動暖気運転 

   ⇕  

＜ユアツチェック＞－油圧手動操作,センサチェック 

   ⇕  

＜セッテイ１＞ 

   ⇕  

＜セッテイ２＞ 
 
 

③「停止」スイッチ 

ベーラ部、ラップ部の油圧動作を一時的に停止さ

せるスイッチです。 

ネット巻付作業中に操作した場合は、ネット巻付

け切断作業終了後に停止します。 

ベーラ部ローラ及び成形ベルトの動作は止まり

ません。 
 
④表示部 

＜レンゾク＞ 

＜１ソウサ＞ 

＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞ 

＜セッテイ１又は２＞；各種設定値の表示、及び

設定値の変更を表示し

ます。 

＜ネット、ロードセル＞；ネットブレーキの開閉、

ナイフ作動位置を初

期位置へ戻す等で使

用します。 

＜ダンキウンテン＞；暖気運転を行うときに使用

します。 

＜ユアツチェック＞；手動操作で各部の動作確認

に使用します。  
 

；各部の動作状況を 

表示します。 

－通常作業 

－各種設定値確認・変更 
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⑤油圧手動操作スイッチ 

作業機の各部を手動操作する為に使用します。 
 
⑥「１ 成形開始」スイッチ 

選択した操作が 

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞の場合 

成形室へ飼料を供給してベール成形作業を開 

始します。 

＜ネット、ロードセル＞の場合 

ネットブレーキの開閉に使用します。（一回押

すごとに開放とセット（閉）を繰り返します。） 

＜ダンキウンテン＞の場合 

暖気運転を開始します。 
 
⑦「２ ネット巻付」スイッチ 

スイッチを長押しすることでネット巻き付け動

作を行います。 

選択した操作が、 

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜１．５ソウサ＞ 

＜５ソウサ＞の場合 

・成形作業中飼料の供給を停止し、ネット巻付

けします。 

・「停止」スイッチを押して作業中断後、ネッ

ト巻付けから運転開始します。 

＜ネット、ロードセル＞の場合 

ネット繰出しモータの動作（長押し）。 
 
⑧「３ ベール排出」スイッチ 

スイッチを長押しすることで成形室からベール

を排出しラップ部へ移動させます。 

選択した操作が、 

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞の場合 

「停止」スイッチを押して作業中断後のゲート

を開いてベール排出から復帰します。 

＜ネット、ロードセル＞の場合 

ネットナイフのカムが動いてナイフ作動位置 

⇒初期位置へ戻ります（長押し）。 
 
⑨「切替」スイッチ（ビータ、ホッパ） 

ビータとホッパの駆動を切替えます。 

 選択した操作が、 

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞成形作業中の場合 

ビータ連続、ホッパコンベア間欠駆動 

（動作音「ピッ」） 

       

ビータ、ホッパコンベア停止 

（動作音「ピッピッ」） 

       

ビータのみ連続駆動     （動作音「ピッ」） 

       

ビータ、ホッパ連続駆動 （動作音「ピッ」） 

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞成形開始前の場合 

ビータのみ連続駆動      （動作音「ピッ」） 

       

ビータ、ホッパ連続駆動  （動作音「ピッ」） 

       

ビータ連続、ホッパコンベア間欠駆動 

（動作音「ピッ」） 

       

ビータ、ホッパコンベア停止 

（動作音「ピッピッ」） 

＜ユアツチェック＞の場合 

ビータのみ連続駆動   （動作音「ピッ」） 

       

ビータ、ホッパ連続駆動 （動作音「ピッ」） 

       

ビータ連続、ホッパコンベア間欠駆動 

（動作音「ピッ」） 
 
⑩「切替」スイッチ（搬送、供給） 

搬送コンベアと供給コンベアの駆動を切替えます。 

選択した操作が、 

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞成形作業中の場合 

搬送コンベア、供給コンベアの停止 

（動作音「ピッピッ」） 

      

搬送コンベアのみ駆動   （動作音「ピッ」） 

      

搬送コンベア・供給コンベアの駆動 

（動作音「ピッ」） 
 
＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞成形開始前の場合 

搬送コンベアのみ駆動     （動作音「ピッ」） 

       

搬送コンベア・供給コンベアの駆動 

（動作音「ピッ」） 

       

搬送コンベア、供給コンベアの停止 

（動作音「ピッピッ」） 
 
＜ユアツチェック＞の場合 

搬送コンベアのみ駆動   （動作音「ピッ」） 

       

搬送コンベア・供給コンベアの駆動 

（動作音「ピッ」） 

       

搬送コンベア、供給コンベアの停止 

（動作音「ピッピッ」） 

＜ネット、ロードセル＞の場合 

エアの手動操作 

（コンプレッサが接続、動作する場合） 
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⑪成形アーム「開」スイッチ  

「開」スイッチを押している間、成形アームが上

がります。 

※成形作業中にスイッチを押してもアームは上がり

ません。 

 

⑫ゲート「開」「閉」スイッチ 

選択した操作が、 

＜レンゾク＞＜１．５ソウサ＞の場合 

ゲートの開閉に使用します。 

ゲート開操作時は、初めに成形アームが開き、

続いてゲートが開きます。 

＜ユアツチェック＞の場合 

ゲートの開閉に使用します。 

ゲート開操作時は、成形アームとゲートが同時

に開きます。 

＜ネット、ロードセル＞の場合 

ネットブレーキの開閉操作を行います。 

 

⑬ホルダ「開」「閉」スイッチ 

フィルムホルダの開閉に使用します。 

選択した操作が、 

＜ネット、ロードセル＞の場合 

ネットナイフのカムの作動位置、初期位置の操

作します。 

 

⑭前ローラ「上」「下」スイッチ 

ラップ部テーブル前ローラの上下に使用します。 

 

⑮後ローラ「上」「下」スイッチ 

ラップ部テーブル後ローラの上下に使用します。 

※テーブル前ローラが下がった位置にある時は、後

ローラ「下」スイッチを押しても下がりません。 

選択した操作が、 

＜ネット、ロードセル＞の場合 

長押しすることでロードセルのゼロ点設定を行

います（ＳＶＷ３５００ＬＣのみ）。 

 

⑯「ラップ選択」スイッチ 

選択した操作が、 

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞の場合 

スタンバイ動作の選択及び、「ラップ開始」操

作による密封作業時のベール径の設定に使用

します。 

作業開始前や作業中、操作ボックスの電源を入

れ直した場合は、スタンバイ動作が必要です。 

＜セッテイ１、２＞の場合 

設定値を変更する時に使用します。 

 

 

 

⑰「ラップ開始」スイッチ 

スイッチを長押しすることでラップフィルムの

巻付けを行います。 

フィルム切れで中断したフィルム巻付作業を再

開する場合や、「停止」スイッチを押して作業 

中断後の復帰時に使用します。 

選択した操作が、 

＜セッテイ１、２＞の場合 

設定値を変更する時に使用します。 

 

⑱「ベールおろす」スイッチ 

選択した操作が、 

＜５ソウサ＞＜１．５ソウサ＞の場合 

ラップフィルム巻付終了したベールの放出（荷

降ろし）を行います。 

「停止」スイッチを押して作業中断後の復帰時

にも使用します。 

＜セッテイ１、２＞の場合 

設定値を変更する時に使用します。 

 

⑲「電圧低下」ランプ 

運転作業時の必要電圧を確認するランプです。 

 
 
ラジコン送信機「Ａ」 

１回押すと作業停止します。 

２回押すと成形室へ飼料を供給して成形開始

します。 
 
ラジコン送信機「Ｂ」 

１回押すと作業停止します。 

２回押すとラップ部の作業を開始します。 

・＜１．５ソウサ＞又は＜５ソウサ＞のベール

降ろす操作待ちのとき・・・ベール降ろす動

作開始します。 

  ・それ以外のとき・・・「⑯ラップ選択」スイ

ッチで選択している動作を開始します。 
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１．ネットロールの装着と交換 
 

 
 

 
（１）操作ボックスの「作業選択」スイッチで＜ネ

ット、ロードセル＞に合わせます。 
 
（２）「１ 成形開始（ネット交換）」スイッチを押

し、ブレーキアームを上げてください。 
 
（３）ネットロールの巻方向、通し方は図の通りで

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）「１ 成形開始（ネット交換）」スイッチを押

し、ブレーキアームを下げてください。 
 

２．フィルムの装着 

 

 

（１）ストレッチローラ組立品を下図矢印方向へ 
   回動し、フックでロックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）シャフトをストレッチフレーム上部フック部

より外し、手前側に倒します。 
 
（３）シャフトより、ベータピン・ローラを抜き取

りフィルムを挿入します。 
フィルム挿入後、ローラ・ベータピンを挿入

し、上方に押し上げ、シャフト上部でストレ

ッチフレーム上部フックと固定します。（ベ

ータピン挿入方向に注意してください。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 作業開始前の準備 

 
ネットを通す時、回転部や可動部に接触すると、

巻き込まれ、ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切りエンジン又は電動機を止めてから

行ってください。 
ブレーキアームが動作する際は、手や指などを 
挟まぬよう十分ご注意ください。 

 

 
ネットロールはスター純正の次のものを使用し 
てください。 
     ＮＥＴ１０２０ 

純正品以外を使用した場合、取付不可・切断不 
良・巻付き発生などの原因となり、故障につな 
がる可能性があります。 

装着の際、ネットロールがずれぬよう、パイプ 
に当てた状態で装着してください。 
また、スチールローラ、ゴムローラなどネット 
が通過する箇所に付着したものを必ず取り除い 
てください。 
ネットロールの装着は高所作業となりますので、 
十分注意して作業を行ってください。 
 

 
フィルムを装着する際は、フィルムホルダなどに 
手や指などを挟まぬよう十分ご注意ください。 

フィルムを装着する際フィルムがフィルムホルダ

のセンサに被らないようにしてください。センサ

が感知して不意に動き出し手や腕を挟みケガをす

ることがあります。 
フィルムホルダのカットアンドホールド部を持ち

上げる場合には、左右片方ずつ行ってください。 
 カットアンドホールド部に手や腕を挟まれケガを

することがあります。 
 

  取扱い上の注意 

  警 告 

 

 

ベータピン 
挿入方向 

  警 告 
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（４）フックを解除し、ストレッチローラ組立品の

ローラをフィルムに当てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）フィルムは、巻き方向が上から見て反時計方

向になるように挿入し、フィルムを引き出し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）引き出したフィルムをフィルムホルダのカッ

トアンドホールド部を持ち上げて間に挟み込

みます。 
   この時、フィルムがセンサに被らないように

してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．スタンドの設置 

作業開始前に必ず前後左右４か所のスタンドを設 
置してください。 
（１）前側スタンドの設置 

①前側スタンドのリンチピンを外し、ピンを抜

いてください。 
②スタンドを地面に接する位置にしてピンを

差し、リンチピンで抜け止めをしてください。 
③スタンドが地面に接する位置でピンが差し

込めない場合は、地面より少し浮かした状態

の位置でピンを差し込み、リンチピンで抜け

止めをしてください。 
④トラクタロワーリンクを下げ、前側スタンド

を接地ささてください。 
（２）後側スタンドの設置 

①後側スタンドのリンチピンを外し、ピンを抜

いてください。 
②スタンドを接地させてピンを挿し、リンチピ

ンで抜け止めをしてください。 
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４．ネットエアホースの接続 

（１）エアホースをコンプレッサに接続します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）コンプレッサの電源を入れます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）操作ボックスの電源を入れ、「作業選択」の

スイッチを押し、表示を＜ネット、ロードセ

ル＞に合わせます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「切替（エア）」スイッチを押しエアーが吹

き出しているか確認してください。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
コンプレッサ使用時には、硬い地面等の安定し 

た場所に置いてください。本機側の荷台は保管、 

移動時用です。 
 

 

 

  取扱い上の注意 



 -29-

 

 

 
 

 

 

 
１．暖気運転の仕方 
外気温が低い場合は油温も低くなっているため、

そのまま作業を始めるとホッパコンベア及び、ビ

ータが完全に停止しない場合があります。 
作業前に必ず暖気運転を行ってください。 

 
（１）暖気運転について 

ホッパコンベア、ビータを動作→停止させた時

に、停止せず低速で動作している場合は、必ず

暖気運転を行ってください。リリーフ弁動作、

作動油循環により油温を上昇させます。 
ホッパコンベア及びビータが停止している場

合は暖気運転不要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
運転中又は回転中、ローテーションアームなど 
に接触すると、ケガをする事があります。周囲 
に人を近づけないでください。 

 

 
ホッパ内に細断物を積載した状態で走行しない 
でください。 

 作業機が転倒し、ケガをする事があります。 
操作ボックス、ラジコンの「停止」操作をして 
もローラなどの動作は停止しません。動作を緊 
急に停止する際は、必ずトラクタのＰＴＯとエ 
ンジンを停止し、操作ボックスの電源を切って 
ください。 

操作ボックスの電源を切っても、ローラなどの 
動作は停止しません。動作を緊急に停止する際 
は、必ずトラクタのＰＴＯとエンジンを停止し、 
操作ボックスの電源を切ってください。 

運転中又は回転中、ローラに接触すると巻き込 
まれ、ケガをする事があります。ローラに触れ 
ないでください。 

作業機各部の付着物を除去する際は、必ずＰＴ 
Ｏおよびエンジンを切ってください。 

ゲートを開ける時、後方に人がいると機械の間 
 に挟まれ、ケガをする事があります。 
 周囲に人を近づけないでください。 
 後方をよく確認してから開けてください。 
ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。周囲に人を近 
づけないでください。ゲートを開けて点検・調 
整する時は、操作ボックスの電源を切り、スト 
ップバルブをロックし、ゲートを確実に固定し 
てください。 

フィルムホルダの昇降中、不用意に手を入れる 
と挟まれ、ケガをする事があります。フィルム 
ホルダに手を入れないでください。 

ネットを通す時、回転部や可動部に接触すると、

巻き込まれ、ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切りエンジンを止めてから行ってくだ 
さい。 

作業する時、周囲に人を近づけると、機械に巻 
き込まれ、ケガをする事があります。周囲に人 
を近づけないでください。 

作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業する 
 と、機械の破損により、ケガをする事がありま 
す。 
指定回転速度を守ってください。 

４  作業要領 
調整等で作業機へ接近する場合、操作ボックス 
の電源が切れている事を確認してください。作 
業機が停止している時でも、操作ボックスの電 
源が入っている場合、不意に動き出し、思わぬ 
事故を起こす事があります。 

 

 
運転中又は回転中、ユニバーサルジョイントに 
 接触すると巻き込まれ、ケガをする事がありま 
す。手を入れないでください。 

運転中又は回転中、カバーを開けると回転物に 
 巻き込まれ、ケガをする事があります。 
 カバーを開けないでください。 
カバーの開放部から手を入れると、回転物に巻 
 き込まれ、ケガをする事があります。 
 手を入れないでください。 
フィルム巻き付け作業中、フィルムやストレッ 
 チローラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
 事があります。 
 作業中はさわらないでください。 
機械の調整や、付着物の除去、フィルムのフィ 
ルムホルダへのセットなどを行う時、ＰＴＯお 
よびエンジンをとめずに作業すると、第三者の 
 不注意により、不意に作業機が駆動され、思わ 
 ぬ事故を起こす事があります。 
 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
 部がとまっている事を確かめて行ってください。 
 

  警 告 

  危 険 

  注 意 
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（２）暖気運転作業の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 自動で機体各部が動作します。暖気運転中に周囲に人を近づけないでください。 
 
 
 
 
 
 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動する（５００～５４０rpm） 

「作業選択」スイッチで＜ユアツチェック＞に合わせる 

操作ボックスのビータ、ホッパ「切替」スイッチを４回押す 
（押すごとに動作が切替わり４回目で停止状態となります） 

ビータの停止を確認 

スタンバイ動作 

作業開始 

ビータ停止状態 
（暖気運転不要） 

「作業設定」スイッチで希望する 
＜ソウサ＞の位置に合わせる 

「４ ラップ開始」スイッチを 
長押し(２回目のブザーが鳴るまで) 

操作ボックスの 
「１ 成形開始」スイッチを押す 

搬送コンベア動作 
ゲート閉加圧後リリーフ動作 

フィルムホルダ閉加圧後リリーフ動作 
30秒周期で供給コンベア 5秒正転（※1） 

油温が少しずつ上昇 

ビータ低速動作中 
（暖気運転必要）（※1） 

 運転者の操作が必要な動作 

「停止」スイッチを押す 
（暖気運転を中止する場合） 

暖気運転停止 

暖気設定時間経過 
（出荷時設定；30分） 

暖気運転自動停止 

操作ボックスの電源を入れる 

「作業設定」スイッチで 
＜ダンキウンテン＞に合わせる 
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２．作業の選択 
（１）直径を選択して作業する場合 

①「作業選択」スイッチを押して＜セッテイ２＞

に合わせます。 

②「ラップ選択（設定＋）」を押し、＜002 セ

ッテイベール ｋｇ＞に合わせます。 

③「４ ラップ開始（決定）」スイッチを「ピッ」

とブザー音がするまで長押ししてください。 

表示部の数値が点滅します。 

④「ラップ選択（設定＋）」「５ ベールおろす

（設定－）」スイッチを押し、数値を＜800＞

に合わせます。液晶表示部の下段に＜ケイハン

テイ＞と表示されます。 

※このとき、「後ローラ 上」を押しながら「設 

定＋」又は「設定－」を押すと＜50＞飛びで数 

値を変更できます。 

⑤「４ ラップ開始（決定）」スイッチを「ピッ」

とブザー音がするまで長押ししてください。 

⑥「ベールおろす（設定－）」を押し、＜001 セ

ッテイベール ｃｍ＞ に合わせます。 

⑦「４ ラップ開始（決定）」スイッチを「ピッ」

とブザー音がするまで長押ししてください。表

示部の数値が点滅します。 

⑧「ラップ選択（設定＋）」「５ ベールおろす

（設定－）」スイッチを押し、数値を設定した

いベールの直径に合わせます。 

 ⑨「４ ラップ開始（決定）」スイッチを「ピッ」

とブザー音がするまで長押ししてください。 

 

（２）重量を選択して作業する場合（SVW3500LCの

み） 

①「作業選択」スイッチを押して＜セッテイ2＞

に合わせます。 

②「ラップ選択（設定＋）」を押し、＜002 セ

ッテイベール ｋｇ＞に合わせます。 

③「４ ラップ開始（決定）」スイッチを「ピッ」

とブザー音がするまで長押ししてください。表

示部の数値が点滅します。 

④「ラップ選択（設定＋）」「５ ベールおろす

（設定－）」スイッチを押し、数値を設定した

いベール重量（㎏）に合わせます。 

  数値を800未満に合わせると、重量選択作業と

なり、液晶表示部の下段に＜㎏ハンテイ＞と表

示されます。 

⑤「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押し

します。 
 
※重量設定は、ホッパの積載量より小さい数値を

入力してください。（重量判定のとき、ホッパ

積載量が設定重量より２０㎏以上重くないと、

成形を開始しません。） 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
重量選択作業時は、ベール成形中にホッパへ材料

を投入しないでください。 

成形中に投入すると重量判定に大きな狂いが生

じます。 

ホッパへの連続材料投入による作業は、直径選択

作業でのみ可能です。 

 重量選択作業で数個成形し、ベール完成時、ベー

ル直径を入力した直径選択作業を行う事で希望

重量に近い連続作業を行う事が出来ます。 
 

 
ネット投入補助のため付属のＡＣ100Ｖ小型電動

コンプレッサまたは、 

吐出圧力  ０．６～０．８ＭＰａ 

 吐出量   ５０／ｍｉｎ以上 
 タンク容量 ５以上 
のコンプレッサと接続してください。 

  取扱い上の注意（重量選択作業時） 

  取扱い上の注意 
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３．操作運転の選択 
（１）＜レンゾク＞について 
  （成形部、密封部共連続運転します） 

スタンバイ後、ボックスまたはラジコン「Ａ」

スイッチを２回押すと成形作業からラップ作

業ベール放出まで自動で作業を行います。 

成形室からベール排出し、ゲート閉じた後は次

のベール成形作業を続けて行います。 

※ ＜レンゾク＞に必要な操作 

①＜スタンバイ＞→「ラップ選択」スイッチで

スタンバイを選択し、「ラップ開始」スイッ

チを押すとスタンバイ動作が開始されます。 

  ②「成形開始」→「１ 成形開始」スイッチ、

またはラジコン「Ａ」２回押し 

 
 
＜レンゾク＞を選択しての作業の場合、前作業で 
地面に放出したベールの有無に関わらず、ラップ 
作業終了後は、自動的にベールが放出されます。 
地面に放出したベールは速やかに移動してくださ

い。 
 ベール移動が間に合わない場合は、放出作業が開 
始される前に作業の停止を行うか、＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞を選択し、作業を行ってくださ 
い。 

スタンバイ操作を行なった後にローテーションア 
ームまたはテーブルの操作（動作）が行なわれる 
と、スタンバイは解除されます。 
 

 
※スタンバイ動作の判断基準 
スタンバイ動作は以下の項目を満たすことが

必要です。操作ボックスの「ラップ選択」スイ

ッチで＜スタンバイ＞を選択し、「ラップ開始」

スイッチを押すことで自動的に動作します。

（テーブル上にベールがある、または光電セン

サが反応している状態では、スタンバイ操作は

受付けません。） 

①テーブルローラが定位置にあること。 

②ローテーションアーム停止位置センサが反応 

している、又はスタンバイ動作後（操作後） 

であること。 

※作業ベール数のカウントについて 

ベールカウントはベール排出動作開始時に、カ

ウントされます。 

 
（２）＜１ソウサ＞について  

（成形開始毎に操作が必要です。密封部は連続

運転します。） 

スタンバイ後、操作ボックスの「１ 成形開始」

スイッチ、またはラジコン「Ａ」スイッチを２

回押すと、成形作業からラップ作業ベール放出

まで自動で作業を行います。 

成形室からベールを排出し、ゲートが閉じた後

は、操作ボックスの「１ 成形開始」スイッチ

またはラジコン「Ａ」スイッチを２回押すと、

次の成形作業が開始できます。 

※＜１ソウサ＞に必要な操作 

①「スタンバイ」→「ラップ選択」スイッチで

スタンバイを選択。「ラップ開始」を押すと

スタンバイ動作が開始されます。 

②「成形開始」→「１ 成形開始」スイッチ、

またはラジコン「Ａ」２回押し 

③２回目以降の「成形開始」→ ベール排出、

ゲートが閉じた後に「１ 成形開始」スイッ

チ、またはラジコン「Ａ」２回押し 

 
 
＜１ソウサ＞を選択しての作業の場合、前作業で 
地面に放出したベールの有無に関わらず、ラップ 
作業終了後は自動的にベールが放出されます。 
地面に放出したベールは速やかに移動してくださ

い。 
 ベール移動が間に合わない場合は、放出作業が開 
始される前に作業の停止を行うか、＜５ソウサ＞

＜１．５ソウサ＞を選択し、作業を行ってくださ 
い。 
 

 
（３）＜５ソウサ＞について 

（密封部のベールをおろす毎に操作が必要で

す。成形部は連続運転します。） 

スタンバイ後、操作ボックスの「１ 成形開始」

スイッチ、またはラジコン「Ａ」スイッチを２

回押すと成形作業からラップフィルム巻付け

作業まで行います。 

成形室からベールを排出し、ゲートが閉じた後

は、次の成形作業が自動で開始されます。 

ラップフィルム巻付け作業終了後は、操作待ち

状態（操作ボックス表示部が＜ベールオロスソ

ウサマチ＞、 ラップ部キイロパトライトが点

灯）となりますので、操作ボックスの「５ ベ

ールおろす」スイッチ又は、ラジコン「Ｂ」ス

イッチを２回押してベールを放出してくださ

い。 

※＜５ソウサ＞に必要な操作 

①＜スタンバイ＞→「ラップ選択」スイッチで

スタンバイを選択。「ラップ開始」を押すと

スタンバイ動作が開始されます。 

②「成形開始」→「１ 成形開始」スイッチ、

またはラジコン「Ａ」２回押し  

③「ベール放出」→フィルム巻付け終了後、操

作ボックス表示部が＜ベールオロスソウサ

マチ＞の状態で「５ ベールおろす」スイッ

チまたはラジコン「Ｂ」２回押し（２個目以

降も同様） 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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（４）＜１．５操作運転＞について 

（成形開始時及びベールおろし時に操作が必

要です。） 

スタンバイ後、操作ボックスの「１ 成形開始」

スイッチ、またはラジコン「Ａ」スイッチを２

回押すと成形作業からラップフィルム巻付け

作業まで行います。 

ラップフィルム巻付け作業終了後は操作待ち

状態（操作ボックス表示部が＜ベールオロスソ

ウサマチ＞、ラップ部キイロパトライトが点

灯）となりますので、操作ボックスの「５ ベ

ールおろす」スイッチ又は、ラジコン「Ｂ」ス

イッチを２回押してベールを放出してくださ

い。 

成形室からベールを排出し、ゲートが閉じた後

は、操作ボックスの「１ 成形開始」スイッチ

又は、ラジコン「Ａ」スイッチを ２回押すと

次の成形作業が行われます。 

※＜１．５ソウサ＞に必要な操作 

①「スタンバイ」→「ラップ選択」スイッチで

スタンバイを選択し、「ラップ開始」を押す

とスタンバイ動作が開始されます。 

②「成形開始」→「１ 成形開始」スイッチ、

またはラジコン「Ａ」２回押し  

③２回目以降の「成形開始」→ ベール排出、

ゲートが閉じた後に「１ 成形開始」スイッ

チ、またはラジコン「Ａ」２回押し 

④「ベール放出」→フィルム巻付け終了後、操

作ボックス表示部が＜ベールオロスソウサ

マチ＞の状態で「５ ベールおろす」スイッ

チまたはラジコン「Ｂ」２回押し（２個目以

降も同様） 
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（５）作業の流れ  
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（６）作業中の操作ボックス表示の例  
 

下記は自動作業中の操作ボックスの表示の一例です。 
設定値：ベール直径１０５㎝ ネット６巻 ラップ１８巻 

             １２４個目のベールを成形中の表示例 
※下図 ＊＊＊ 部の数値は動作中、変化します。 

下線数値           前頁（5）作業の流れ 動作状態 
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＜レンゾク＞＜１ソウサ＞を選択しての作業の場 
合、前作業で地面に放出したベールの有無に関わ 
らず、ラップ作業終了後は自動的にベールが放出 
されます。 
地面に放出したベールは速やかに移動してくださ

い。 
 終了後はベール移動が間に合わない場合は、放出 
作業が開始される前に作業の停止を行うか、＜５

ソウサ＞＜１．５ソウサ＞を選択し、作業を行っ

てください。 
 

 
ア トラクタエンジン、ＰＴＯを始動します。ＰＴ

Ｏは徐々に回転数を上げ、５００～５４０ｒｐ

ｍに設定します。 
イ 操作ボックスの電源を入れます。 
ウ 操作ボックスの「ラップ選択」スイッチを押し

て、＜スタンバイ＞を選択し「４ ラップ開始

（決定）」スイッチを押してください。 

エ ローテーションアームが機体横向きに回り、テ

ーブルが作業位置に上下しスタンバイ動作を取

ります。 

オ 操作ボックスの「作業選択」スイッチを押して

＜レンゾク＞＜１ソウサ＞＜５ソウサ＞ 

＜１．５ソウサ＞に合わせます。 

カ 操作ボックスの「１ ベーラ開始」スイッチを押

すまたはラジコン「Ａ」スイッチを２回押しま

す。 

キ ゲートの閉じる方向へ油圧を掛けて、ゲートの

加圧作業を行います。 

ク 供給コンベア、搬送コンベアが動作します。 

ケ 供給コンベア、搬送コンベアの動作後、ホッパ

コンベアが動作します。成形作業中に、ホッパ

コンベアの駆動圧が高くなると、ホッパコンベ

アは間欠動作になります。 

コ 成形室が一杯（満了）になるとブザーが鳴りま

す。（連続音ピーーー） 

供給コンベア、ホッパコンベアが停止します。 

サ ネットの自動巻付け作業を行います。 

ネットの巻付けが終了し、ネットが切断される

と、バインディング装置が停止します。 

シ バインディング装置停止後、搬送コンベアが動

作し、次に加圧アーム、ゲートが開きベールを

排出します。 

ス 搬送コンベアにより、排出されたベールをラッ

プ部に移動します。 

セ ラップ部のベール検出センサによりベールがテ

ーブル移動されたことを確認します。 

 

 

 

ソ ベール移動終了後、ゲートが閉じ、その後加圧

アームが閉じます。 

・＜レンゾク＞＜５ソウサ＞を選択している場合

は自動的に次の成形作業が行われます。 

・＜１ソウサ＞＜１．５ソウサ＞を選択している

場合は、操作ボックスの「１ ベーラ開始」ス

イッチ又は、ラジコン「Ａ」スイッチを２回押

すと次の成形作業が行われます。 

タ ラップフィルムの自動巻付けを行います。 

・＜レンゾク＞＜１ソウサ＞を選択している場合

は巻付け作業終了後、自動的にベール放出動作

を行います。 

・＜５ソウサ＞＜１．５ソウサ＞を選択している

場合は、操作待ち状態（操作ボックス表示部が

＜ベールオロスソウサマチ＞、ラップ部キイロ

パトライトが点灯）となります。操作ボックス

の「５ ベールおろす」スイッチ又は、ラジコ

ン「Ｂ」スイッチを２回押してベールを放出し

てください。 

チ 前後テーブルローラが動作し、ベールを放出し

ます。放出後、前後テーブルローラが動作し、

待ち受け状態になります。 

 
 
４．ホッパコンベア速度調整の仕方 
 
ホッパコンベアの速度調整は作業機右側バルブ

のダイアルで調整します。 

成形する飼料内容によってはコンベア速度を調

整する必要があります。 

  標準コンベア速度３～４㎝／秒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホッパコンベア速度を速くしすぎると、成形作業 
 中に＜ビータカフカ＞によるホッパコンベア一時 
 停止又は＜ビータカフカ＞によるエラー停止が発 
 生します。 
成形飼料に合せて調整してください。 
 

 

  取扱い上の注意 

 
  取扱い上の注意 
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５．作業中断の仕方 
 
 
 

操作ボックス、ラジコンの「中断」操作をして 

もローラなどの動作は停止しません。動作を緊 

急に停止する際は、必ず電動機又は、トラクタ 

のＰＴＯとエンジンを停止し、操作ボックスの 

電源を切ってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作業中断は操作ボックス、ラジコンのどちらでも

行うことができます。 
中断操作を行なうと、ベーラ部アカパトライトが

点灯し、操作ボックス表示部に＜チュウダン＞と

表示されます。 
 
（１）操作ボックスの場合 
操作ボックスの「停止」スイッチを押す。 

（２）ラジコンの場合 
ラジコン「Ａ」，「Ｂ」どちらか１回押す。 

 
 
ベーラ側のネット巻付作業中に「停止」操作をし 
た場合はネット巻付切断後、制御動作が停止しま 
す。 
 

 
６．作業中断後の復帰の仕方 
 
           運転者の操作が必要な動作 
 
（１）ベール成形をしたい場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）ネット巻付けから復帰したい場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ネット巻付け中に中断した場合は、設定巻き数前に

ナイフが作動し、切断されます。 
その場合はナイフリセットレバーを倒しナイフを

リセットし、ネット巻付け作業から始めてくださ

い。 
ラップ部にベールがある場合は、「ラップ選択」

スイッチを押して、ラップ作業を始めてから、ネ

ット巻付け作業を行ってください。 
 

 
（３）ベール排出(ラップ部に移動)から復帰したい

場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラップ動作中又はベール検出センサが反応してい 
るときは成形室からベール排出はされません。 

 操作ボックスの「４ ラップ開始」スイッチを押し、 
フィルム巻付け → ベール放出作業を行なって 
ください。 

 ＜５ソウサ＞、＜１．５ソウサ＞を選択している 
場合はベール放出時に運転者の操作が必要となり

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  取扱い上の注意 
  取扱い上の注意 

 

「１ 成形開始」スイッチを押す 

ゲート加圧 

コンベア動作開始 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

「２ ネット巻付」スイッチを長押し 

ネット自動巻付け動作 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

「３ ベール排出」スイッチを長押し 

ゲートが開き、ベール排出 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

  取扱い上の注意 
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（４）ラップフィルム巻付から復帰したい場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ベール放出（地面に荷降ろし）から復帰した

い場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）ベーラ、ラップ側共に作業を行いたい場合 

（例）ベーラ側はネット巻付けから、ラップ側

はラップフィルム巻付けから復帰したい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
成形中、成形室から搬送フレームへのこぼれが 
多い飼料の場合は「４ラップ開始」スイッチを押 
す前に 
①搬送コンベア上の飼料の堆積状況を確認 
②堆積が多い場合は「切替」搬送供給スイッチを

押し、手動操作を行う 
③搬送コンベア上の飼料を無くす 
上記の操作を行ってから作業復帰してください。 
 

 
 
 

７．油圧手動操作スイッチ 
各部を単独で手動操作する場合、下図のスイッチ

を押して操作します。 
動作内容と動作箇所は下表の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 
ゲ
ー
ト 

ホ
ル
ダ 

ローテー 

ション 

アーム 

前
ロ
ー
ラ 

後
ロ
ー
ラ 

動作 

内容 

開
・閉 

開
・閉 

高速回転 

・ 

低速回転 

上
・
下 

上
・
下 

 
 
 
ベーラ側作業中はベーラ部操作スイッチは動作し 
ません。 
同様に、ラップ側作業中はラップ部操作スイッチ 
は動作しません。 

「ゲート開」スイッチは以下の場合動作しません。 
・ ラップ動作中の場合。 
・ スタンバイ操作を行っていない場合。 
・ ラップ部のベール検出センサが反応している 
場合。 

「ローテーションアーム」スイッチは「ゲート閉」 
のセンサが反応していない（近接センサのランプ 
が点灯していない）時は動作しません。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

残り巻数に応じ 
ラップフィルム自動巻付け動作 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

「５ ベールおろす」スイッチを押す 

ベール放出動作 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

①「４ ラップ開始」スイッチを押す 

残り巻数に応じ 
ラップフィルム自動 
巻付け動作 

以降「作業選択」で 
選択した作業に 
移行します。 

②「２ ネット巻付」 
スイッチを長押し 

ネット自動巻付け動作 

以降「作業選択」で 
選択した作業に 
移行します。 

  取扱い上の注意 
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８．エラー発生時の操作ボックス表示と対処方法 
作業中にエラーが発生すると、操作ボックスにエ

ラー内容を表示し、ブザーが鳴ります。 

又、ベーラ部のアカパトライトが点灯します。 

エラーが発生した場合、は電動機又はトラクタＰ

ＴＯを停止してエラー内容を確認し、原因を取り

除いてください。 

ブザーの止め方 

①操作ボックスに表示されるエラー内容 

（上段、下段）を確認してください。 

②「停止」スイッチを長押しします。 

（ブザーを止めるとエラー内容表示が消えま

す。ブザーを止める前に必ずエラー内容を確認

してください。） 

エラー発生時の対処方法については「6-2 エラ

ー表示一覧表」を参照してください。 
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９．ベーラネット部エラー発生時の復帰の仕方 
 
 
 
回転部や可動部に接触すると、巻き込まれ、ケガ 
をする事があります。 
ＰＴＯを切ってから行ってください。 

エラーが発生した時、自動でナイフが作動してネ

ットを切断します。ネットバインディング部に手

を入れないでください。 
 

 

 
 
操作ボックスの電源をＯＦＦにすると、作業復帰 
時にスタンバイ操作が必要となります。 
 

 
 
 

（１）再度ネット巻付けしたい場合                     運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  取扱い上の注意 

 

エラー発生 

表示部 エラー表示 
＜ネット トチュウテイシ＞、＜ネットクリダシテイシ＞ 
ブザー、ホーンが鳴る（断続音 ピー、ピー、ピー） 

ベーラ部 アカパトライト 点灯 

ラップ部動作停止 

トラクタＰＴＯを停止する 

操作ボックスの「停止」スイッチを押す 

エラー状態解除 
（ブザー、ホーン、パトライト） 

エラーの原因を取り除く 

トラクタＰＴＯを始動する 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

ラップ再開残り巻数に応じたラップフィルム巻付け動作を行う 

「２ ネット巻付け」スイッチを長押し 

ネット巻付け開始 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

（＜レンゾク＞のときはラップ作業、 
次の成形作業が自動的に行われます） 

「２ ネット巻付け」スイッチを長押し 

ラップフィルム 
巻付け中に発生 

ラップ部に 
ベールが無い 

自動でナイフが作動してネットを切断されます 

リセットレバーを倒しナイフリセットする 
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（２）ベール排出（ラップ部に移動）したい場合 

                                     運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

エラー発生 

表示部 エラー表示 
＜ネット トチュウテイシ＞、＜ネットクリダシテイシ＞ 
ブザー、ホーンが鳴る（断続音 ピー、ピー、ピー） 

ベーラ部 アカパトライト 点灯 

ラップ部動作停止 

トラクタＰＴＯを停止する 

操作ボックスの「停止」スイッチを押す 

エラー状態解除 
（ブザー、ホーン、パトライト） 

エラーの原因を取り除く 

トラクタＰＴＯを始動する 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

ラップ再開、残り巻数に応じた 
ラップフィルム巻付け動作を行う 

ラップフィルム巻付け完了 

ベールおろす 
＜レンゾク＞の場合は自動で 

ベールをおろす 

「３ ベール排出」スイッチを長押し 

ゲートが開く 

ベール排出 

ベールがラップ部に移動 

ゲートが閉じる 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

（＜レンゾク＞のときはラップ作業、 
次の成形作業が自動的に行われます） 

＜１．５ソウサ＞又は＜５ソウサ＞ 

を選択している場合は、 
「５ベールおろす」スイッチを押す 

が必要 

「３ ベール排出」スイッチを長押し 

ラップフィルム 
巻付け中に発生 

ラップ部に 
ベールが無い 

自動でナイフが作動してネットを切断されます 

リセットレバーを倒しナイフリセットする 
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10．ラップ部フィルム切れ発生時の復帰の仕方 
 
 
 
回転部や可動部に接触すると、巻き込まれ、ケガ 
をする事があります。 
ＰＴＯを切りエンジンを停止してから行ってくだ 
さい。 

フィルムホルダへのフィルムのセットは左右片側 
ずつ行ってください。 

 
 
 
操作ボックスの電源をＯＦＦにすると、現在のフ 
ィルム巻数がクリアされ、作業復帰時にスタンバ 
イ操作が必要となります。 

ベール成形作業中にフィルム切れが発生した場合、

成形作業は継続して行われます。成形作業が終了し

てからＰＴＯを停止してください。 
ネット巻付け作業中の場合はネット巻付け作業が 
終了してからＰＴＯを停止してください。 

ＰＴＯを停止する前に操作ボックスの停止スイッ 
チを押す、又は電源をＯＦＦにするとコンベア動 
作が停止してしまうため、成形室からこぼれた飼 
料が溜まり、作業再開時にコンベア部で詰まる恐 
れがあります。緊急の場合を除き新しいフィルム 
をセットするまで操作ボックスの操作は行わない 
でください。 
フィルム切れが発生した場合は速やかにトラクタ 
ＰＴＯまたは電動機を止めてください。 
復帰時は、 
①搬送コンベア上の飼料の堆積状況を確認 
②堆積が多い場合は、搬送コンベア、供給コンベ

アを２か所とも動作させます。 
③搬送コンベア上の飼料を無くす 
上記の確認、操作を行ってから作業復帰してくだ 
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
運転者の操作が必要な動作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

  警 告 

  取扱い上の注意 

フィルム切れ発生 

成形作業再開 
（ベール成形中の場合） 

表示部 
＜フィルムギレ＞ 

以降「作業選択」で選択した 
作業に移行します。 

（連続運転の位置にあればラップ作業、 
次の成形作業が自動的に行われる） 

ローテーションアーム定位置停止 
ベーラ部床送りコンベア停止 
（ベール成形作業中の場合） 

フィルムホルダが開く 

表示部 
＜フィルムギレ＞＜ＰＴＯテイシセヨ＞ 
ブザーが鳴る（ピッピッピッ・・・） 

トラクタＰＴＯを停止する 

フィルムをセットする 

トラクタＰＴＯを始動する 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

フィルムホルダが閉じる 

残り巻数に応じたラップフィルム 
巻付け動作を再開する 

操作ボックスの「停止」スイッチを押す 
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11．設定値変更の仕方 
主な設定項目と、工場出荷時の数値は下表の通り

です。 

変更された数値は操作ボックスの電源をＯＦＦ

にした時点で記憶されています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）センサ関連の初期値は機体ごとに異なります。 
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①設定変更手順 

（例）フィルム巻き数（高速）を１８から１６に減らしたい場合 
 

運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         数値点滅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）設定変更の操作を行うと、数値の右側に「＊」マークが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「作業選択」スイッチで<セッテイ１>に合わせる 

「ラップ選択(設定＋）」押し、項目番号＜００２＞に合わせる 

００２  ラップマキスウ 
            １８ 

「ラップ選択（設定＋）」及び「５ ベールおろす(設定－)」 
スイッチを押し、数値を＜１８＞から＜１６＞に合わせる。 

００２  ラップマキスウ 
          １８ 

００２    ラップマキスウ 
            １６＊  

「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押しする（数値決定）

電源スイッチ操作にて電源を入れ直す 

表示 

表示 

表示 

 

「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押しする（項目決定） 

ブザーが「ピッ」と鳴ります 

ブザーが「ピッ」と鳴ります 

注） 
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12．成形圧力の変更の仕方 
工場出荷時は８ＭＰａに調整されています。 
梱包するＴＭＲの性状により、成形ベルトがスリ 
ップする場合には成形圧力を下げて作業してくだ 
さい。 

 
 
成形圧力は４～１０ＭＰａの範囲で調整してくださ

い。 
１０ＭＰａを超えた調整での作業は、機体の破損の原

因となります。 
 

 
（１）トラクタエンジンまたは電動機を始動し、ト 

ラクタＰＴＯ始動５００～５４０ｒｐｍに 
してください。 

（２）「作業選択」スイッチで＜ユアツチェック＞ 

に合わせます。 
（３）「ゲート閉」スイッチを押して、ゲートを閉 

じる方向へ加圧します。 
（４）「ゲート閉」スイッチを離して、下図【成形 

圧力計】の数値を確認します。 
（５）成形圧力の調整は下図【成形圧力調整バルブ 

】で行います。ロックナットを緩め、調整ネ

ジ部を回し、調整してください。 
（６）（３）～（５）の操作を繰り返し、成形圧力 

の調整を行います。 
（７）調整後は【成形圧力調整バルブ】のロック 

ナットを締めてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【成形圧力調整バルブ】付近には、類似したバルブが

ありますので調整時、注意してください。 
【成形圧力調整バルブ】は、手前下側の位置です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。 

 
 
機体内部及び可動部分の清掃を掃除棒を使って 
清掃する時は、必ずＰＴＯおよびエンジンまた 
は電動機をとめてから行なってください。 
作業機に手や腕などが巻き込まれ、ケガをする 
事があります。 

 
 
ＰＴＯおよびエンジンまたは電動機をとめずに 
コンベア搬送部で作業を行なうと、第三者の不 
注意により、不意に作業機が駆動され、思わぬ 
事故を起こす事があります。 
ＰＴＯを切り、エンジンまたは電動機を止め、 
回転部や可動部が止まっている事を確かめて行 
なってください。 

ホッパ部清掃の動作中は可動部に近づかないで 
ください。 

ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。 
周囲に人を近づけないでください。 
ゲートを開けて清掃する時は、操作ボックスの 

電源を切り、ストップバルブをロックし、ゲー 

トを確実に固定してください。 
 

 
 
ＰＴＯおよびエンジンまたは電動機を止めずに、 
回転部・可動部の付着物の除去作業などを行な 
うと、機械に巻き込まれてケガをする事があり 
ます。 

 ＰＴＯを切り、エンジンまたは電動機を止め、 
回転部や可動部がとまっている事を確かめて行 
なってください。 

ホッパ部清掃の動作中は可動部に近づかないで 
ください。 

作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破損 
などが放置され、次の作業時にトラブルを起こ 
したり、ケガをする事があります。作業が終わ 
ったら、取扱説明書に基づき点検を行なってく 
ださい。 
テーブル上にベールを載せた状態で作業機を格 
納すると、不意に後ローラが下がりテーブル上 
からベールが落下し、思わぬ事故を起こすこと 
があります。保管時には、テーブル上にベール 
を載せないでください。 
 

 
 

 

１ 作業後の手入れ 

 
作業後は必ず機体の清掃を行い、機体内に残った 
飼料や付着している飼料をすべてきれいに取り除 
いてください。 
そのままにしておくと、二次発酵、カビの発生等、 
次作業時のベール品質の低下を招くことになりま 
す。 

 
１．ホッパ部清掃の方法 
作業終了後、ホッパ内に残った飼料を片付ける場 
合に使用します。この操作でホッパ内に残った飼 
料は供給コンベア下部から排出することが出来ま 
す。 
あらかじめ、機体内外に堆積した飼料をエアー等

で除去してください。 
 
２．飼料排出の方法 

（１）供給コンベア下部にビニールシートを配置し

ます。 
（２）供給コンベア下部のピン左右２箇所を外し、

カバーを解放します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）「作業選択」スイッチで＜ユアツチェック＞

に合わせます 
 
 
 
 
 

 

 
 

  警 告 

  注 意  

４ 作業が終わったら 

  危 険 
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（４）電動機又はエンジンを始動し、ＰＴＯを入れ

ます。 
（５）「ゲート開」スイッチを押し、ゲートを中間

くらいまで開けて、作業機のストップバルブ

を閉じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）電動機又はエンジンを停止し、ＰＴＯを停止

させます。 
（７）操作ボックスの「電源」スイッチを押して 

ＯＦＦにします。 
（８）ゲート加圧ローラスクレーパ部、成形室側の

飼料を付属のバーにて除去してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）操作ボックスの「電源」スイッチを押して電

源を入れてください。 
（10）電動機又はエンジンを始動し、ＰＴＯを入れ

て作業機を稼動します。 
（11）「切替（ ビータ、ホッパ）」スイッチを２回

押し、ビータ、ホッパコンベアを作動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（12）「切替 （搬送供給）」スイッチを２回押し、

搬送、供給コンベアを作動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（13）開放したカバーから機体に残った飼料が排出

されます。 
（14）飼料を出し終わった所で、作業機のストップ

バルブを開き、操作ボックスの「ゲート閉」

スイッチを押しゲートを閉じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（15）電動機またはトラクタのエンジンを停止し、

ＰＴＯを停止させます。 
（16）機体内側、搬送コンベア前側のスプロケット

回り、カバーチョウバン部に飼料が溜まった

ままになるので除去します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（17）ビニールシートに排出された飼料を廃棄しま

す。 
（18）供給コンベア下部カバー２箇所を閉じます。 
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３．飼料が詰まりやすい部分の清掃の方法 
（１）ゲート加圧ローラスクレーパ部  

ベルト内部に詰まった飼料を付属のバーにて

除去してください。 
（２）ゲート加圧ローラ部（３本） 

刺さり込んだ飼料を除去してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ゲート加圧ローラスクレーパ部 成形室側  

※作業機は停止し、ゲートは開けて作業してくだ

さい。 
※ゲートのストップバルブを閉じて、操作ボック

スの電源を切って作業してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）ゲート下部スクレーパ部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）上部ベルト駆動ローラ部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４．ネットバインディング部の清掃 

ネットバインディング部、ネットケーシング部に

飼料が溜まったままだと、ネット繰り出し不良の

原因になる場合があります。 
ゴムローラ、スチールローラへの飼料の付着があ

る場合や、ネットケーシングに飼料が溜まってい

る場合は、清掃を行ってください。 
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２ 機体の手入れ 

 
 
 
高圧洗車機などで本機を洗車すると、電装品に水が

入り破損の原因となります。洗車時、水がかからな

い様に注意してください。 
操作ボックス、ラジコン送受信機は水濡れ、結露に

より破損する場合があります。使用しない時は、住

居室内で保管してください。 
 
１．ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落がないか、

又、破損部品がないか確認してください。異常

があれば、ボルトの増し締め、部品の交換をし

てください。 
２．油圧モータ・油圧シリンダ・油圧ホース関係か

らの油漏れの確認をしてください。不具合が見

つかったときは、オイルの補給、ホース接続部

の増し締め・部品の交換をしてください。 
３．電装品関係の部品破損・コードの断線などがな

いか確認してください。不具合が見つかったと

きは、部品の交換をしてください。 
４．破損した部品、消耗した部品を交換・補充して

ください。 
５．点検整備一覧表、消耗部品の点検・交換の目安

に基づき駆動部、連結部などを点検してくださ

い。 
６．給油箇所一覧表に基づき油脂を補給してくださ

い。 
７．ＰＴＯ軸・ＰＩＣ軸・パワージョイントスプラ

イン部など、塗装されていない露出部は、さび

を防ぐためにグリースを塗布してください。 
８．トラクタから作業機をはずす時は、スタンドを

たててから行ない、パワージョイントをはずし

てください。 
９．油圧カプラ、電装カプラは、付属のキャップを

付けてください。 
10．操作ボックス、ラジコン送受信機は室内に保管
してください。 

11．作業機よりネットロール、ラップフィルムをは
ずしてください。ラップ部のストレッチローラ

組立品は下図矢印方向へ回動し、フックでロッ

クしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 長期格納する時 

 
１．機体各部の清掃をしてください。 
２．点検整備一覧表、消耗部品の点検・交換の目安

に基づき駆動部などを点検してください。又、

破損した部品、消耗した部品を交換・補充して

ください。 
３．給油箇所一覧表に基づき油脂を補給してくださ

い。又、回転・回動支点およびパワージョイン

トのクランクピンを含む摺動部には注油し、Ｐ

ＴＯ軸・ＰＩＣ軸・パワージョイントスプライ

ン部にはグリースを塗布してください。 
４．塗装の損傷部を補修塗装するか、又は油を塗布

し、錆の発生を防いでください。 
５．機械は風通しの良い屋内に保管してください。 
６．やむを得ず屋外に保管する時は、シートを掛け

てください。 
７．作業機よりネットロール、ラップフィルムをは

ずし、風通しの良い屋内に保管してください。 
８．操作ボックス、ラジコン送受信機は室内に保管

してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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調子よく作業するために、定期的に点検・整備を行

いましょう。 
機械の整備不良による事故などを未然に防ぐために、

「点検整備一覧表」「消耗部品の点検・交換の目安」

に基づき、各部の点検・整備を行い、機械を最良の

状態で、安心して作業が行えるようにしてください。 
シャーボルト、ナイフ、ネットロール、ラップフィ

ルム等は消耗品となっています。摩耗、折損、消耗

した時は交換、補充してください。 
ネットバインディング装置部など、上部の点検・調

整には、脚立等を使用し安全を確保してから行なっ

てください。 

 
 
 
運転又は調整中、ネットフレーム内に手を入れ 
ると、ナイフが動きケガをする事があります。 
ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
ださい。 

 
 
ネットバインディング装置を調整する時、ロー 
ラに接触すると巻き込まれ、ケガをする事があ 
ります。 
ＰＴＯ、エンジン、操作ボックスの電源を切っ 
てから行なってください。 

本機を点検・調整する時、回転部や可動部に巻 
き込まれ、ケガをする事があります。 
ＰＴＯ、エンジンまたは電動機、操作ボックス 
の電源を切ってから行なってください。 

ゲートを開けての点検・調整中、不意にゲート 
が閉まり、挟まれてケガをする事があります。 
ゲートを開けての点検・調整をする時は、操作 
ボックスの電源を切り、ストップバルブをロッ 
クし、ゲートを確実に固定してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 
破損やケガをする事があります。 
取扱説明書に基づき行ってください。 
傾斜地や凸凹地または軟弱地などで行うと、本 
機が不意に動き出して思わぬ事故を起こす事が 
あります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
ＰＴＯおよびエンジンまたは電動機をとめずに 
作業すると、第三者の不注意により、不意に本 
機が動き出して思わぬ事故を起こす事がありま 
す。 
ＰＴＯを切り、エンジンまたは電動機をとめ、 
回転部や可動部がとまっている事を確かめて行 
ってください。 
油圧の継手やホースにゆるみや損傷があると、 
飛び出る高圧オイルでケガをする事があります。 
補修もしくは部品交換してください。 
継手やホースをはずす時は、油圧回路内の圧力 
をなくしてから行なってください。 
不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
巻き込まれ、ケガをする事があります。 
元通りに取り付けてください。 
バッテリからバッテリコードを外す時は、－側 
から外し、取り付ける時は＋から取り付けてく 
ださい。 
もし逆にすると、作業中工具がトラクタに接触 
した場合、火花が生じ、火災事故の原因になり 
ます。 
高所で作業を行う場合は、転落・落下事故に注 
意してください。 
本製品には水銀を含む部品が使用されています。 
《水銀使用部品番号 1203130000、ロータリ 
コネクタ》 
使用済みとなりました部品は“水銀を含む産業 
廃棄物”として、専門の処理業務に処理しても 
らってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 点検と整備について 

  注 意  

  警 告  

  危 険 
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１ 点検整備一覧表 

 

時    間 チ ェ ッ ク 項 目  処       置 

新品使用前 各部の給油 「5-3給油箇所一覧表」に基づき不足の場合 
は給油 

新品使用１時間 
全ボルト・ナットのゆるみ 
ローラチェーンのテンションスプリングの 
ゆるみ 

増し締め 
調整 

作業前 
作業後 

機械の清掃 
シャーボルト切損 
ネットロール消耗 
ラップフィルム消耗 
給油装置オイル消耗 
タイヤ空気圧 13.0/75-16-10ＰＲ 
コンベアチェーンのテンション 
 
各部の損傷、部品脱落 
ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落 
駆動系の異常音・異常振動 
パワージョイント、カバー、チェーン破損 
回転部・可動部の給油、注油、給脂 
回転部・可動部への飼料の付着 
各部調整 

 
交換・補充 
補充 
補充 
リザーブオイルタンクに補充 
294kPa、3.06kgf/ｃ㎡ 

「5-4-2コンベアチェーンのテンション」に 
基づき調整 
部品交換、取付 
増し締め・部品の補給 
「6-1不調処置一覧表」に基づき処置交換 
交換 
給油 
付着した飼料を除去 
調整 

シーズン終了後 

機械の清掃 
各部の損傷、部品脱落 
コンベアチェーンの伸び 
ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落 
回転部・可動部の給油、注油、給脂 
回転部・可動部への飼料の付着 
塗装損傷部 
回動支点・ピン等の磨耗 

 
部品交換、取付 
調整、または全数交換 
増し締め・部品の補給 
給油 
付着した飼料を除去 
塗装または油塗布 
部品交換 

 
 

２ 電球の交換 

 
灯火器の電球を交換する際はレンズを取り外して

行います。 
電球は当社推奨の規格を使用してください。 
 
 

定  格 
スタンレー品番 

（参考） 

ウィンカー １２Ｖ ２１Ｗ Ｓ２５ ＢＰ４５７５Ｂ 

尾灯 
制御灯 １２Ｖ ２１Ｗ／５Ｗ Ｓ２５ ＢＰ４８７５Ｂ 

回転灯 １２Ｖ １０Ｗ  
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○ 給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 
○ グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。 
○ 出荷時には、十分給油してありますが、使用前に確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３  給油箇所一覧表 
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No. 

 
給 油 場 所 

 
箇所 

 
潤滑油の種類 

 
交換時間 

 
給油量 

 
備   考 

1 ＰＩＣ軸軸受 1 

※1 集中給油 

グリース4種 

；2号 

使用ごと 適量 グリースニップル 

2 油圧タンク 1 

※2 耐摩耗性 

油圧作動油 

VG46 

90時間 

又は 

3000ベール 

※3 

50～ 

75ℓ 

品番 

2AXOJ-VG46 

3 
ホッパコンベア 

スプロケット 
2 

※1 集中給油 

グリース4種 

；2号 

使用ごと 適量 グリースニップル 

4 ホッパコンベア軸受 2 〃 〃 〃 〃 

5 ギヤボックス 1 
※4 ギヤオイル 

；VG220 

90時間 

又は 

3000ベール 

2.0ℓ   

6 ビータ軸軸受 2 

※1 集中給油 

グリース4種 

；2号 

使用ごと 適量 グリースニップル 

7 供給コンベア軸受 2 〃 〃 〃 〃 

8 オーガ軸軸受 2 〃 〃 〃 〃 

9 スプロケット 1 〃 〃 〃 〃 

10 
テンションアーム 

支点 
2 〃 〃 〃 〃 

11 ローラ駆動軸軸受 37 〃 〃 〃 〃 

12 ゲート支点 4 〃 〃 〃 〃 

13 
成形ベルトテンショ

ンローラ軸軸受 
4 〃 〃 〃 〃 

14 

成形ベルト 

テンションローラ 

スライドベース 

8 〃 〃 〃 グリース薄く塗布 

15 ロッキング 2 〃 〃 〃 グリースニップル 

16 
加圧アームローラ 

軸受 
8 〃 〃 〃 〃 

17 
加圧アームローラ 

スクレーパ 
2 〃 〃 〃 〃 

18 ネットブレーキ 1 〃 〃 〃 〃 

19 ネットブレーキ支点 2 〃 〃 〃 グリース塗布 

20 ハウジング 2 〃 〃 〃 グリースニップル 

21 ストッパ 1 〃 〃 〃 グリース塗布 

22 ラッチ 1 〃 〃 〃 グリースニップル 

23 給油リンク支点 - オイル 〃 〃 注油 

24 リンク支点 1 

※1 集中給油 

グリース4種 

；2号 

〃 〃 グリースニップル 

25 ハブ 2 〃 
2,000㎞走行 

又は3年 
〃 〃 

26 搬送コンベア軸受 2 〃 使用ごと 〃 〃 

27 前テーブルシリンダ 2 〃 〃 〃 〃 

28 後テーブルシリンダ 1 〃 〃 〃 〃 
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※１ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー エポネックスＳＲ Ｎｏ.２」又は相当品をお使いください。 
※２ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーハイドロ Ａ ４６」又は相当品をお使いください。 
※３ Ｎｏ2の給油量はタンク内の適正量です。油圧ホース、油圧シリンダが空の状態だった時には、

油圧作動後、油面部で油面高さを確認し、適正量まで油を補充してください。（出荷時；65ℓ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

※４ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーギヤオイル ２２０」又は相当品をお使いください。 
   車両用ギヤオイル ＳＡＥ ＡＰＩ ＧＬ－５ 使用可。 
※５ チェーンに付着したオイルが飛散し、飼料に混入する可能性があります。食品機械用油、又は生

分解性植物油をお使いください。 
※６ パワージョイントのクランプピン摺動部にはオイルを注油し、又ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、パワージ

ョイントのスプライン部には、グリースを塗布してください。 
 

 
No. 

 
給 油 場 所 

 
箇所 

 
潤滑油の種類 

 
交換時間 

 
給油量 

 
備   考 

29 テーブル支点 2 

※1 集中給油 

グリース4種 

；2号 

使用ごと 適量 グリースニップル 

30 ローラ軸受 8 〃 〃 〃 〃 

31 補助ロール 2 〃 〃 〃 〃 

32 フィルムホルダ 8 〃 〃 〃 〃 

33 
フィルムホルダ 

シリンダ 
4 〃 〃 〃 〃 

34 テーブル駆動部 1 〃 〃 〃 グリース塗布 

35 搬送コンベア駆動部 1 〃 〃 〃 〃 

36 ストレッチギヤ 2 〃 〃 〃 〃 

37 リザーブオイルタンク 2 

※5 食品機械用

油、又は生分解

性植物油 

使用ごと 

補充 

最大 

1.5ℓ 

タンクに表示して

あるMAXの線は本

作業機と関係なし 

品番XODYSBIOCHE 

38 パワージョイント 1 

※1 集中給油 

グリース4種 

；2号 

使用ごと 適量 
※6 

グリースニップル 

39 
デタッチャブル 

チェーン 
3 

※5 食品機械用

油、又は生分解

性植物油 

〃 〃 
注油 

品番XODBIOADO 
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１．シャーボルトの交換 
 過負荷から各部を守るため、機体左側前方部の

カバー内にシャーボルトを装備しています。又、

予備のシャーボルトもカバー内に取り付けて

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シャーボルトは純正品（0446912000 シャーボ 
ルト；Ｍ８×３２）を使用してください。 

シャーボルト切断の原因を取り除かずに、新し 
 いシャーボルトを取り付けても、再度、切断さ 
 れます。必ず原因を調べ、その原因を取り除い 
 てから行ってください。 
当社指定外のシャーボルトを使用すると、過負 
 荷に対し、切断されず機体各部の破損原因にな 
 ったり、正規の使用状態にもかかわらず、すぐ 
 にシャーボルトが切断される事があります。 
当社指定のシャーボルトを使用してください。 

当社指定のシャーボルトを使用していても、高 
 速回転でＰＴＯクラッチを入れたり、本作業機 
 の適正回転数以外で使用すると、シャーボルト 
 が切断される事があります。 
 ＰＴＯの接続は、低速回転で接続後、本作業機 
 の適正回転数にセットして作業してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 

２．コンベアチェーンのテンション 
（１）ホッパコンベア 

①コンベヤチェーンの中央を４０kgfの力で

持ち上げた時、チェーンが１００～１２０

㎜持ち上がるようにセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②左右のコンベヤチェーンの持ち上がる量

が同じになるように、左右のボルト（ゼン

ネジ）を締め込んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）供給コンベアチェーンのテンション 

左右にあるテンションボルトで調整します。

テンションボルトを締め込むとコンベアチ

ェーンが張られ、緩めるとたるみます。 
供給コンベア背面部で、コンベアチェーンバ

ーがばたつき、成形室フレームパイプに干渉

しないよう調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ＝９０㎜（出荷時） 

４  各部の調整 

  取扱い上の注意 
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（３）搬送コンベアチェーンのテンション 

①コンベヤチェーンを角パイプ箇所で４０

kgfの力で持ち上げた時、チェーンが約 
８０㎜持ち上がるようにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②左右のコンベヤチェーンの持ち上がる量

が同じになるように、左右のボルト（ゼン

ネジ）を締め込んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    Ａ＝９３㎜（出荷時） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３.ローラチェーンの張り調整 

（１）駆動メイン、ローラ駆動 

ローラチェーンの張り調整はボルトナット

で調整して行います。 
各部の長さは、次の通りです。 
Ａ＝７０㎜ 

Ｂ＝６５㎜ 

Ｃ ローラチェーン部は、ボルトを緩め、テ
ンションローラを動かしてローラチェー

ンの張りを調整し、ボルトを締めてくださ

い。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を

指で押して、たわみ量が１０㎜になるのが

適正です。 
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（２）ホッパコンベア、ビータ 

①ビータ駆動 

   ユアツモータをスライドさせて行います。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指 
で押して、たわみ量が１２㎜程度になるの 
が適正です。 
②ホッパコンベア駆動 

   ボルトを緩め、テンションローラを動かし

てローラチェーンの張りを調整し、ボルト

を締めてください。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を

指で押して、たわみ量が１７㎜になるのが

適正です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）供給コンベア、オーガ 

ユアツモータをスライドさせて行います。張

りの強さはローラチェーンの中央部を指で

押して、たわみ量がそれぞれ下記の寸法程度

になるのが適正です。 
供給コンベアチェーンたわみ量＝１０㎜ 

オーガチェーンたわみ量＝９㎜ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）タンデム油圧ポンプ 

ナットを緩め、タンデムポンプ取付のベース 
プレートを動かしてローラチェーンの張り 
調整をし、ナットを締めてください。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指 
で押して、たわみ量が５㎜程度になるのが適 
正です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）シングル油圧ポンプ 

ナットを緩め、タンデムポンプ取付のベース

プレートを動かしてローラチェーンの張り

調整をし、ナットを締めてください。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指

で押して、たわみ量が６㎜程度になるのが適

正です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）搬送コンベア駆動 

ユアツモータをスライドさせて行います。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指 
で押して、たわみ量が８㎜程度になるのが適

正です。 
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（７）ローテーションアーム駆動 

ボルトを緩め、ローラチェーンの張りを調整

し、ボルトを締めてください。 
張りすぎは破損に繋がるので注意してくだ

さい。適正たわみ量は２～４㎜です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（８）テーブル駆動 

ボルトを緩め、テンションローラを動かして

ローラチェーンの張りを調整し、ボルトを締

めてください。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指

で押して、たわみ量が４㎜程度になるのが適

正です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．ネットVベルトのストッパと張り調整 

Ｖベルトが連れ回る、Ｖベルトがすべる場合は、

ベルトストッパ、テンションローラの位置を動

かしベルトの張りを調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．ナイフアームのセット調整 
 
 
 
点検・調整中、ネットフレーム内に手を入れ 
ると、ナイフが動きだしケガをすることがあ 
ります。 
ネットフレーム内には絶対に手を入れないで 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）ボタンボルトを軽く緩め、アーム先端のラ

ッチがストッパに掛かる様にストッパの

位置を仮決めします。 
（２）操作ボックスの電源を入れ、「作業選択」

スイッチで＜ネット、ロードセル＞に合わ

せます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）「３ ナイフサドウ（ベール排出スイッチ）」

を長押しします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  危 険 
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（４）カムが回転し、ラッチを押し上げます。こ

の時に、ラッチがストッパから確実に外れ

るよう、調整ボルトでストッパの位置を調

整します。 
（５）アームを矢印の方に押し込みラッチがスト

ッパに掛かることを確認します。 
（６）ストッパが掛からない時は上記手順で再度

調整し直してください。 
（７）調整後、ボタンボルトを締めストッパを固

定します。 
（８）ゲートを完全に開いた時、ラッチがストッ

パ端部から５～７㎜程度離れるよう、ロッ

ド長さを調整します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．ナイフとシャバーの調整 
 
 
 
ネット巻付装置を点検・調整中、ネットフレ 
ーム内に手を入れると、ナイフが動き出しケ 
ガをすることがあります。 
ネットフレーム内には絶対に手を入れないで 
下さい。 

 
ロックボルトを１／２回転程度ゆるめてから

ナイフがシャバーの上部５㎜の位置に当たる

ように、また、ナイフとシャバーのスキマが 

なくなるように調整してください。 

シャバーは裏返しても使用できます。 

スクレーパはゴムローラとのスキマが０.５ 

㎜となるよう調整してください。 

調整後、ゴムローラを回し、スクレーパとの 

接触がないか確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．ネット繰出し部ブレーキスプリングの調整 

繰出しローラ部のスプリング長さは２３㎜に

調整してください。 
 
 
ブレーキスプリングを強くしすぎるとネット 
繰出し失敗の原因となります。 
スプリングの調整は不調処置の場合に行って

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．ネットケーシング部ブレーキアームスプリン

グの調整 

ブレーキアームのスプリング長さは、１０５㎜

に調整してください。 
スプリングを伸ばすとブレーキは弱まり、締め

るとブレーキは強くなります。 
 
 
ブレーキスプリングを強くしすぎるとネット 
繰出し失敗の原因となります。 
スプリングの調整は不調処置の場合に行って

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  危 険 
 

 

  取扱い上の注意 

 

  取扱い上の注意 
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９.給油装置の調整 

（１）油圧ポンプ駆動 

レバーを動かし、ブラシからの給油量を確認

してください。 
調整する場合には、ブンパイキを本機から取

り外し、調整ネジで調整します。 
調整後、ロックナットを締めてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）供給、成形駆動チェーン 

ゲートの開閉に連動した自動給油装置です。 
①レバーとプレートのスキマを７～９㎜に 
なるようレバーを調整します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②レバーを動かし、ブラシからの給油量を確 
認てください。 
調整する場合には、ブンパイキ：２、Ａ、 
Ｂをそれぞれ本機から取り外し、調整ネジ 
で調整します。 
調整後、ロックナットを締めてください。 
本機後方から見て右側にブンパイキ；２、 
Ａ、左側にブンパイキ；Ｂがあります。 
どちら側も調整してください。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブンパイキはアルミニウム製のためロックナ

ットを締めすぎるとネジ部が破損することが

あります。 
 ロックナットを締めすぎないよう、注意して 
 ください。 
給油量を多くしすぎると、作業機から零れた 
飼料がローラチェーンに付着し易くなりま。 

リザーブオイルタンクに指示されているオイ

ルの上限位置は、作業機とは関係ありません。 
補充時は、タンク一杯まで（最大１.５リット
ル）オイルを補充してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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10．成形ベルトの張り調整 

張り調整はベルト１、ベルト２共に、左右にあ

る自動テンションスプリング長さをボルト・ナ

ットで調整し行います。 
ベルトが伸びた場合、下図Ａ，Ｂ寸法を伸ばし、

ベルトを調整してください。 
ベルトの片寄り、蛇行のないように調整してく

ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出荷時寸法 

ベルト１ Ａ＝１１０㎜ 

ベルト２ Ｂ＝９０㎜ 
 
 
 
 
 
 
 
 

11．フィルムホルダの調整 

（１）フィルムの保持位置調整 

フィルム保持位置が浅い、又は、深い場合に 
は、上部回転センサの位置を調整します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）フィルムの切断調整 

フィルムホルダ部のナイフの出し入れによ 
って調整します。 
ナイフを出すと切断性が良くなります。 

（３）フィルムホルダの閉じる速度の調整 

（フィルムの切断・保持調整） 

バルブ（ロックナット付）で調整します。バ 
ルブを時計回りに締め込むと、フィルムホル 
ダの閉じる速度が遅くなります。 
フィルムホルダの閉じる速度を遅くすると、 
フィルムの保持が良好となり、速くすると切 
断性が良くなります。 

 
 
フィルムがストレッチローラ部で破れる時は、 
フィルムホルダの閉じる速度を遅くしてくだ 
さい。 

 
12．フィルタの清掃 

フィルタは各電磁弁３箇所に装備しています。

フィルタを分解し、カートリッジを洗浄後、元

通りに組み付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  取扱い上の注意 
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13．キンセツセンサの調整 

キンセツセンサ（ネット繰出し、ゲートフック）

とボルトとの距離は２㎜となるよう調整して

ください。 
操作ボックスの電源が入っているとき、キンセ

ツセンサスイッチが反応していると確認ラン

プが点灯します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14．ローラスクレーパの調整 

（１）ベルト２ スクレーパの調整 

２箇所に装備しています。調整後、駆動し 
た時に各ローラから異音がしないか確認し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ベルト３ スクレーパの調整 

①ゴムスクレーパの調整 

   ゴムプレートがベルト３に押し当てるよ 
うに調整してください。 

   ゴムプレートとベルト３にスキマが出来 
ると、成形中の飼料が零れ出し、ローラ 
に付着しベルト３がスリップする恐れが 
あります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上部駆動ゴムローラ 
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②排出オーガ部スクレーパの調整 

   スクレーパとローラが接触しない程度の 
スキマに調整してください。 

   調整後、駆動した時に各ローラから異音 
がしないか確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15．ラジコン部品のチャンネル合わせ 
本作業機に付属のラジコン送信機は誤作動防

止のため、製品出荷時の組合せ以外は作動しな

い様になっています。 
送信機又は受信機の破損等で部品を交換した

場合、次の手順に基づきチェンネル合わせを行

ってください。 
（１） ラジコン受信機の固定用ネジ２本を取外

します。 
（２） 操作ボックスの電源を入れ、「設定選択」

スイッチで＜ユアツチェック＞に合わせ

ます（ラジコン受信機と操作ボックスをつ

なぐ配線は取付けたままの状態です）。 
（３） 受信機の登録スイッチを押します。（２秒

以内）この時、登録スイッチが点滅します。 
（４） 上記（３）の操作後、５秒以内に送信機の

「Ａ」または「Ｂ」ボタンを押します。 
（５） 正しく登録されると登録スイッチが２秒

間点灯します。 
（６） ラジコン受信機を元通り固定します。 
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６ 油圧可動部と電装系のチェック方法 

 
本製品には油圧可動部、電装系の故障が疑われる 
時に使用するチェックモードが備わっています。 
 
 
 
ローテーションアームがスタンバイの位置に 
無くてもゲート開閉操作が出来ます。 
ローテーションアームの位置に十分注意し開 
閉操作を行ってください。 
ベール検出センサが反応していてもゲート開 
閉操作が出来ます。 

 
１．油圧チェックとは 

（１）油圧可動部の動作確認が行えます。 

（２）センサの出力をソウサボックスに表示し、

センサ及び、配線の確認が行えます。（ネ

ットブレーキ、ナイフを除く） 

 

２．油圧チェック操作方法 

（１）操作ボックスの電源を入れ、「作業選択」

のスイッチを操作し、表示を＜ユアツ チ

ェック＞に合わせます。 

（２）各部の油圧可動部の動作確認を行う場合は、

操作ボックスの「油圧手動操作」スイッチ

を使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．.油圧チェック時の表示内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項目 表示内容 関連センサ 備考 

ａ 
成形アーム位置（ベール直径換

算値） 
（角度センサ）   

ｂ 成形圧力値 圧力センサ   

ｃ ラップ前ローラセンサ値 角度センサ   

ｄ ラップ後ローラセンサ値 角度センサ   

ｅ 成形アームセンサ値 角度センサ   

ｆ ラジコン「Ａ」入力 ラジコン送信機 ※1 

ｇ ラジコン「Ｂ」入力 ラジコン送信機 ※1 

ｈ ゲート閉入力 近接センサ   

ｉ ネットカウンタ入力 近接センサ ネットゴムローラ１回転中、１回入力 

ｊ フィルムセンサ入力 マグネットセンサ ストレッチローラ１回転中、１回入力 

ｋ 安全バー入力 スイッチ 通常時＜Ｓ＞、バー作動時＜＿＞ 

ｌ ベール検出センサ入力 光電センサ 通常時＜＿＞、ベール検出時＜Ｂ＞ 

ｍ ラップ回転（正面）センサ入力 マグネットセンサ アーム１回転中、２回入力 

各項目においてセンサ入力が無い場合＜＿＞（アンダーバー）を表示します。 

※１ 単押し→＜１＞、２回押し→＜２＞、長押し→＜Ｌ＞を表示。（本機では、長押しは使用しません） 
 

 取扱い上の注意 
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４．ネット、ロードセル チェックとは 

（１）ネット装置可動部の動作確認が行えます。 

（２）ネット部センサの出力をソウサボックスに

表示し、センサ及び、配線の確認が行えま

す。（ネットカウンタを除く） 

（３）ホッパ重量のゼロ点設定ができます。 

（型式ＳＶＷ３５００ＬＣのみ） 

 

５．ネット、ロードセル チェック操作方法 

（１）操作ボックスの電源を入れ、「作業選択」

のスイッチを操作し、表示を＜ネット、ロ

ードセル＞に合わせます。 

（２）ネット部の動作確認を行う場合は、下図「ネ

ット手動操作」スイッチを使用します。 

（３）ホッパ重量のゼロ点設定を行う場合は、「後

ローラ下」スイッチを使用します。（型式

SVW3500LCのみ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スイッチ操作と動作内容 
各スイッチ横の緑文字記載の動作をします。 
 
スイッチ 緑文字 スイッチ操作と動作 

1成形開始 ネット交換 

1度押すとネットブレ

ーキの開放、2度目で

ネットブレーキ閉鎖 

2ネット巻付 
ネットモー

タ 

長押しで、ネットモー

タ繰出し動作 

3ベール排出 ナイフ作動 
長押しで、ネット切断

動作 

切替（搬送供

給） 
エア 

押している間、ネット

部エア吐出動作 

ゲート開/閉 ブレーキ 
押している間、ネット

ブレーキ開/閉動作 

ホルダ開/閉 ナイフ 

押している間、ナイフ

作動モータ回転（開：

左周り 閉：右回り） 

後ローラ下 ゼロ点 
長押しで、ホッパ重量

ゼロ点取得 

 

６．ネット、ロードセル時の表示内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 表示内容 
関連 

センサ 
備考 

ｎ 
ネットブレーキ

センサ値 

角度 

センサ 
  

ｏ ナイフセンサ値 
角度 

センサ 
  

ｐ 
ネットカウンタ

値 

近接 

センサ 
  

ｑ 
LC(ロードセル）

補正値 

LC（3

ヶ所） 

SVW3500LC 

のみ 

ｒ 
LC（ロードセル）

ゼロ点設定値 

LC（3

ヶ所） 

SVW3500LC 

のみ 

ｓ 
LC（ロードセル）

絶対値 

LC（3

ヶ所） 

SVW3500LC 

のみ 
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７．各部センサ配置図 
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７ 油圧配管図 
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８ 配線図 
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運転中又は調整中、ネットフレーム内に手を入 

  れると、ナイフが動き、ケガをすることがあり 
   ます。 
  ネットフレーム内には絶対に手を入れないで 
   ください。 

 
 
ネット巻付装置を調整する時、ローラに接触す 

  ると巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  エンジンおよびＰＴＯを切ってから行ってくだ 
  さい。 
 ゲートを開けての点検・整備中、不意にゲート 
   が閉まり、挟まれてケガをする事があります。 
  操作ボックスの電源を切り、ストップバルブを 
  ロックし、操作ボックスの電源を切り、ゲート 
を確実に固定してください。 

 
 
機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 

  破損やケガをする事があります。 
  取扱説明書に基づき行ってください。 
 ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調整 
  を行う時、第三者の不注意により、不意に降下し、 
  ケガをする事があります。 
  トラクタロワーリンクの油圧回路をロックして 
  行ってください。 
 傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、ト 
  ラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、 

  第三者の不注意により、不意に作業機が動き出 
  して、思わぬ事故を起こす事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
  部がとまっている事を確かめて行ってください。 
 油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷があると、 
  飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降下 
  で、ケガをする事があります。 
  補修もしくは部品交換してください。 
  継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
  無くしてから行ってください。 
不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
  を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  元通りに取り付けてください。 

 
 

 
 
バッテリからバッテリコードを外す時は、側 

  から外し、取り付ける時はから取り付けてく 
  ださい。 
  もし、逆にすると、作業中工具がトラクタに接 
  触した場合、火花が生じ、火災事故の原因にな 
  ります。 
高所で作業を行う場合は、転落・落下事故に注 
意してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 不調時の対応 

  警 告  

  危 険 

  注 意  
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 症    状 原     因 処     置 

シャー 
ボルト部 

・シャーボルトが切断 

する 
・ＰＴＯの高速始動 ・ＰＴＯを低速回転にして始動 

パワージョ
イント部 

・異音の発生 ・給油不良 
・パイプ（オス・メス）摺動部、スパイ

ダ、安全カバー取付部に給油 

ホ
ッ
パ
コ
ン
ベ
ア
部 

供
給
コ
ン
ベ
ア
部 

・床送りコンベアが動

かない 

・コンベアチェーンの破損 

 

 

 

 

 

・コンベアチェーンの外れ 

・部品交換のうえ、「5-4-2 コンベアチ

ェーンのテンション」に基づき張り直

し 

・テンションボルトを緩め、スプロケッ

トに掛け直し、「5-4-2 コンベアチェ

ーンのテンション」に基づき張り直し 

・補修又は部品交換 

・異音の発生 

・ローラチェーン給脂不足 

・ローラチェーンの張り不足 

・グリース塗布 

・「5-4-3 ローラチェーンの張り調整」

に基づき調整 

オーガ・ビ

ータ部 
・異音の発生 

・ベアリング部給脂不足 

 

・ローラチェーン給脂不足 

・ローラチェーンの張り不足 

・「5-3 給油箇所一覧表」に基づき給脂 

・グリース塗布 

・「5-4-3 ローラチェーンの張り調整」に

基づき調整 

ギヤボッ

クス部 

・異常発熱 ・オイル量が適正でない ・「5-3 給油箇所一覧表」に基づき処 
 置 

・異音の発生 ・ギヤ、シャフト、ベアリングの破 
 損 

・部品交換 

 

 

ローラ部 

・異音の発生 

・ローラに著しく飼料が付着している 

・ローラチェーンの給油不足 

・ローラチェーンの張り不良 

・付着物の除去 

・オイル補充、ブンパイキ調整 

・「5-4-3 ローラチェーンの張り調整」

に基づき張り調整 

・ローラチェーンの発

熱 

・ローラチェーンの給油不足 

・ローラチェーンの張り不良 

・オイル補充、ブンパイキ調整 

・「5-4-3 ローラチェーンの張り調整」

に基づき張り調整 

 
・セイケイベルトが動

かない 

・ローラに著しく飼料が付着している 

・セイケイベルトの張り不足 

・付着物の除去 

・「5-4-10 成形ベルトの張り調整」に基

づき調整 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 不調処置一覧表 
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 症    状 原     因 処     置 

ゲ
ー
ト
開
閉
部 

・ゲートが開かない 

・ストップバルブが閉じられている 

・油圧系統の破損・油漏れ 

・電磁弁のゴミ詰まり 

・ＰＴＯが接続されていない 

・油圧タンクのオイルが不足してい 

 る 

・操作ボックスの電源がＯＦＦにな 

っている 

 

・ラップ部にあるベールを放出して 

いない 

・ローテーションアームの停止位置 

がズレている 

 

・ストップバルブを開く 

・「5-7 油圧配管図」に基づき処置 

・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去 

・トラクタのＰＴＯを接続する 

・「5-3給油箇所一覧表」に基づきにオイル

補充 

・電源をＯＮにしてスタンバイ動作実行

後、「3-4-6 作業中断後の復帰の仕方」

を参考に操作する 

・「3-4-6 作業中断後の復帰の仕方」を参

考に操作する 

・スタンバイ動作実行後、「3-4-6 作業中

断後の復帰の仕方」を参考に操作する 

・ゲートが閉じない 

・ストップバルブが閉じられている 

・油圧系統の破損・油漏れ 

・電磁弁のゴミ詰まり 

・油圧タンクのオイルが不足してい 

 る 

・操作ボックスの電源がＯＦＦになっ

ている 

・ストップバルブを開く 

・「5-7 油圧配管図」に基づき処置 

・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去 

・「5-3 給油箇所一覧表」に基づきにオイ

ル補充 

・電源をＯＮにして「3-4-6 作業中断後の

復帰の仕方」を参考に操作する 

ネ
ッ
ト
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部 

・ネットがローラに巻 

付く 

・ネットフレーム部スクレーパとゴ 
ムローラとのスキマが広くなって 
いる 

・スクレーパとゴムローラとのスキマ 

を調整 

・ナイフが切断位置にある時にネッ 
トを繰出した 

・ナイフアームを押して、ナイフアー 

ムが正規の位置に止まるようにす 

る 

・巻付け途中でネット 

が切れる 

・ネットブレーキが強すぎる 
 

・「5-4-8 ネットケーシング部ブレー 

キアームスプリングの調整」に基づ 

き調整する ・「ネット巻付け」動 

作途中で繰出しが 

止まる 

・ネットが繰出されな 

 い 

・プーリとＶベルトとの間でスリッ 
プしている 

・「5-4-4 ネットＶベルトのストッパと 

張り調整」に基づき調整する 

・ネットブレーキスプリングが強す  
ぎて、前作業でのネット巻付け切 
断時にネットがゴムローラ部まで 
引き戻された 

・「5-4-8 ネットケーシング部ブレー 

キアームスプリングの調整」に基づ 

き調整する 

・作業途中で勝手にネ 

ットが繰出される 

・ゴムローラがＶベルトでつれ回っ 
ている 
・ネットの切断が悪い 

・「5-4-4 ネットＶベルトのストッパと 

張り調整」に基づき調整する 

・「5-4-6 ナイフとシャバーの調整」 

に基づき調整する 

・ネットが切れない 

・ネットの通し方が適正でない 
・ナイフ又はシャバーが摩耗・破損し 
ている 
・ナイフとシャバーの間にスキマがあ 
 る 
・ナイフアームが正規の位置に止まっ 
ていない 
・ネットフレーム部スクレーパとゴム 
ローラとのスキマが狭くなり、ゴム 
ローラが回転していない 

・「3-3-1 ネットロールの装着と交換」 

に基づき装着し直す 

・「5-4-6 ナイフとシャバーの調整」に 

基づき交換又は裏返して再取付する 

・「5-4-6 ナイフとシャバーの調整」に 

基づき調整 

・「5-4-5 ナイフアームのセット調整」 

に基づき調整する 

・スクレーパとゴムローラとのスキマを 

調整 
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 症    状 原     因 処     置 

搬
送
コ
ン
ベ
ア
部 

・搬送コンベアが動か 

ない 

・コンベアチェーンの破損 
 
 
・コンベアチェーンの外れ 
 
 
 
・油圧系統の破損・油漏れ 
・電磁弁のゴミ詰まり 

・部品交換のうえ、「5-4-2 コンベアチ 

ェーンのテンション」に基づきに張り 

直し 

・テンションボルトを緩め、スプロケッ 

トに掛け直し、「5-4-2 コンベアチェ 

ーンのテンション」に基づきに張り直 

し 

・「5-7 油圧配管図」に基づき処置 

・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去 

ス
ト
レ
ッ
チ 

ロ
ー
ラ
部 

・フィルムの重なり幅 

が変化する 

・フィルムの張り不足 ・「3-3-2 フィルムの装着」を参考に確 

認する 

・巻付け途中でフィル 

ムが切れる 

・トラクタＰＴＯの回転数が速い 
・長期在庫や傷が付いたラップフィル 
ムを使用している 

・ＰＴＯ540rpmで作業する 

・新品のラップフィルムに交換する 

フ
ィ
ル
ム
ホ
ル
ダ
部 

・フィルムを保持しな 

 い 

 

 

・ホルダが閉じた時にフィルムが切れ 
 る 
・長期在庫や傷が付いたラップフィル 
ムを使用している 
・雨や霧の中での作業中、フィルムや 
ホルダ部が抜けてしまいフィルムが 
切れる 

・「5-4-11 フィルムホルダの調整」を

参 

考に調整 

・新品のラップフィルムに交換する 

 

・雨や霧の場合は、ベール水分も多くな 

り良質なサイレージは難しいので作 

業は控える 

・フィルムが切れない 

・ホルダが閉じた時にフィルムが切れ 
ない 

・「5-4-11 フィルムホルダの調整」を

参 

考に調整 

油
圧
系 

・作動しない 

・油圧タンクのオイル不足 
・電磁弁のゴミ詰まり 
 
・フィルタのゴミ詰まり 
 
・作動電圧不足「電圧低下」ランプが 
消えている 
・油圧ポンプの駆動チェーンのゆるみ 
破損 

・「5-3 給油箇所一覧表」を参考に給油 

・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去 

・油圧作動油の交換 

・「5-4-12 フィルタの清掃」を参考に

分 

解・清掃し、ゴミを除去 

・バッテリの充電・交換、ダイナモの修 

 理 

・「5-4-3 ローラチェーンの張り調整」 

に基づき調整または部品交換 

・油漏れ 

・油圧金具のゆるみ 
・油圧ホースの破損 
・油圧シリンダ・油圧モータの摩耗 
・油圧シリンダ・油圧モータのシール 
部にゴミ又は異物が進入 

・増し締めをする 

・部品交換 

・部品交換 

・部品の分解・洗浄 

・部品交換 

・油圧作動油の交換 

・油圧タンクの給油栓 

からオイルが吹き出 

る 

・オイルの入れすぎ 
・傾斜地で作業している 

・「5-3 給油箇所一覧表」を参考に給油 

・平坦な場所で作業 
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 症    状 原     因 処     置 

電
装
系 

・電源が入らない 

・電源取り出しコードの＋・－の接続 
間違い 
・他社製品の電源取り出しコードに接 
 続 
・コードの接続不良又は断線 
・電源コードのヒューズ切れ 
・トラクタのバッテリ切れ 
 
・コントロールボックスの故障 

・「1-4-2 電装品の取付」を参考に配線 

 

・当社純正コードに接続 

 

・補修又は部品交換 

・ヒューズ交換 （３０Ａ） 

・バッテリの充電・交換、ダイナモの修 

 理 

・部品交換又は当社営業所・販売店に修 

理依頼 

・作動不良 

・作動電圧不足 「電圧低下」ランプ 
が消えている 
・コードの接続不良又は断線 
・センサー又はスイッチの不良 
・コントロールボックスの故障 
 
・安全バーが作動している 

・バッテリの充電・交換、ダイナモの修 

 理 

・補修又は部品交換 

・補修又は部品交換 

・部品交換又は当社営業所・販売店に修 

理依頼 

・作動原因を取り除く 

その他 ・異常音・異常振動 ・チェーンの緩み ・「5-4-3 ローラチェーンの張り調整」 

を参考に調整 
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No 表示 説明 原因 対処 備考 

1 アツリョク 

フソク 

成形開始時の圧力が

不足 

ＰＴＯ回転数が低い 適正回転数に調整する PTO500～540rpm 

ゲート・成形アーム

の動作不良 

油圧系統・電気系統を調

べ、部品不良の場合は交

換する 

  

アツリョクセンサの 

信号が検出されない 

電気系統を調べ、部品不

良の場合は交換する 

右側電磁弁付近 

リリーフバルブの調

整不良 

適切に調整する 調整範囲4～10MPa 

※最大 10ＭＰａ厳

守 

2 
ゲンカイ ケ

イ 

重量判定時の成形中

ベール径が最大径

(110cm)に達した 

設定重量が重すぎる 設定重量を軽くするま

たはケイハンテイの最

大径110cm設定で作業す

る 

ベール排出後 

エラーとなる 

3 
ビータ カフ

カ 

成形中 

ホッパ・ビータ部の負

荷が過剰 

ホッパ・ビータ部で 

飼料が詰まっている 

ホッパ部コンベアの 

搬送速度が速い 

詰まりがある場合は除

去しホッパ部コンベア

の速度を適切に調整す

る 

ビータ右側 調整

バルブ 

4 
ロードセル 

フリョウ 

ロードセルの 

信号が検出できない 

断線やコントローラ

の故障 

ロードセルユニット～

ＣＡＮコントローラの 

電気系統を調べ、部品不

良の場合は交換する 

型式ＳＶＷ3500Ｌ

Ｃ のみ 

5 
ネット リー

ク 

ベーラ停止中に 

ネット部ゴムローラ

が回転している 

ベルトのつれ回り ネット駆動部を調整す

る 

ネット装置 左側 

ネットの切断不良に

よる巻き込み 

ナイフ部を調整する   

6 
ネット クリ

ダシテイシ 

ネット巻付け時ネッ

ト繰り出し後ブレー

キ作動までの間にゴ

ムローラの回転が停

止した 

ネットがなくなった ネットを交換する   

ネットの繰り出し不

良 

ネット駆動部・ゴムロー

ラ部を調整する 

  

7 
ネット トチ

ュウテイシ 

ネット巻付け時、ブレ

ーキ作動中にゴムロ

ーラの回転が停止 

ゴムローラの回転信

号が検出されない 

電気系統を調べ部品不

良の場合は交換する 

ネット装置 左側 

ネットがなくなった ネットを交換する  

ブレーキが強い ネットブレーキ部スプ

リングを弱める 

ソウサボックス設定１

の設定項目「ブレーキシ

ンピン」「ブレーキカミ

シン」の値を小さくする 

ネット装置 右側 

8 
ネットロール 

カクニン 

ネット巻付け時、ブレ

ーキ作動後にゴムロ

ーラの回転が停止 

ゴムローラの回転信

号が検出されない 

電気系統を調べ部品不

良の場合は交換する 

ネット装置 左側 

ネットがなくなった ネットを交換する   

9 
セイケイアー

ム カイ 

ベール排出またはク

リーニング動作時、成

形アームの開位置が

検出されない 

ゲート・成形アーム

の動作不良 

油圧系統・電気系統を調

べ部品不良の場合は交

換する 

 

成形アーム部カクド

センサの 

信号が検出されない 

電気系統を調べ部品不

良の場合は交換する 
成形アーム 右側 

２ エラー表示一覧表 
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No 表示 説明 原因 対処 備考 

10 
ハイシュツジ 

ゲートロック 

ベール排出終了時 

ゲートのロック状態

が検出されない 

ロック部に飼料が堆

積しロックされない 

堆積した飼料を除去

する 

  

ゲートロック部セン

サの信号が検出され

ない 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ゲートロック 右

側 

11 
ベール ケン

シュツ 

ベール排出時、ラップ

部にベールが検出さ

れない 

搬送コンベアの動作

不良 

油圧系統・電気系統

を調べ部品不良の場

合は交換する 

  

ラップ部コウデンス

イッチの信号が検出

されない 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ラップ部 補助ロ

ール付近 

12 ブレーキ 

ネットブレーキ動作

時、ブレーキの動きが

検出されない 

ブレーキ部可動部の

潤滑不良 

可動部に給脂する ネット装置 右側 

ブレーキ部電動シリ

ンダの動作不良 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ネット装置 右側 

ブレーキ部カクドセ

ンサの信号が検出さ

れない 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ネット装置 右側 

13 
ナイフ カッ

ト ドウサ 

ネット巻付け時のナ

イフ作動時、ナイフの

カット動作が検出さ

れない 

ナイフ駆動部の動作

不良またはカクドセ

ンサの信号が検出さ

れない 

ナイフ部カム部の部

品に不良がある場合

は調整・交換する 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ネット装置 右側 

14 
ナイフ モド

リ ドウサ 

ネット巻付け時のナ

イフ作動時、ナイフの

戻り動作が検出され

ない 

ナイフ駆動部の動作

不良またはカクドセ

ンサの信号が検出さ

れない 

ナイフ部カム部の部

品に不良がある場合

は調整・交換する 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ネット装置 右側 

15 
ローラ Ｆ 

アゲ 

ラップ前側テーブル

ローラの上昇動作が

検出されない 

テーブルローラの動

作不良またはカクド

センサの信号が検出

されない 

油圧系統・電気系統

を調べ部品不良の場

合は交換する 

ラップ部前ローラ 

右側（内） 

16 
ローラ Ｆ 

サゲ 

ラップ前側テーブル

ローラの下降動作が

検出されない 

テーブルローラの動

作不良またはカクド

センサの信号が検出

されない 

油圧系統・電気系統

を調べ部品不良の場

合は交換する 

ラップ部前ローラ 

右側（内） 

ローラ下に飼料が堆

積しローラが下がり

きらない 

飼料を除去する   

17 ローラ Ｒ 

アゲ 

ラップ後側テーブル

ローラの上昇動作が

検出されない 

テーブルローラの動

作不良またはカクド

センサの信号が検出

されない 

油圧系統・電気系統

を調べ部品不良の場

合は交換する 

ラップ部後ローラ 

右側（後） 

18 ローラ Ｒ 

サゲ 

ラップ後側テーブル

ローラの下降動作が

検出されない 

テーブルローラの動

作不良またはカクド

センサの信号が検出

されない 

油圧系統・電気系統

を調べ部品不良の場

合は交換する 

ラップ部後ローラ 

右側（後） 
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No 表示 説明 原因 対処 備考 

19 ラップアーム 

ラップ部ローテーシ

ョンアームの動作が

検出されない 

ローテーションアー

ムの動作不良または

ジキセンサの信号が

検出されない 

油圧系統・電気系統

を調べ部品不良の場

合は交換する 

ローテーションア

ーム支点付近 

20 
アンゼンバー 

サドウ 

ラップ部安全バーが

作動している 

障害物によりバーが

作動した 

障害物を除去する   

セーフティスタータ

スイッチが反応して

いる 

不良の場合は交換す

る 

  

21 
ラップジ ゲ

ートロック 

ラップ作動中にゲー

トのロックが外れた

ことを検出した 

ロック部に飼料が堆

積し十分にロックさ

れない 

堆積した飼料を除去

する 

  

ゲートロック部セン

サの信号が検出され

ない 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ゲートロック 右

側 

22 メモリＥＲＲ 

ソウサボックス部マ

イコンユニットのメ

モリ書き込みに失敗

した 

マイコンユニットの

不良 

頻発する場合はマイ

コンユニットを交換

する 

  

23 

ツウシンエラ

ー ＩＤ＝ｘ

ｘ 

ソウサボックスとCAN

コントローラ間の通

信不良 

コントローラまたは

ハーネスの不良 

電気系統を調べ部品

不良の場合は交換す

る 

ｘｘは対象コント

ローラのＩＤ(上位

桁の0は表示しな

い) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
-93-

 
１．成形終了後、ゲートが開かない 

（ラップ部にベールは無い） 

・操作ボックス表示は＜ベールケンシュツ＞ 

 ＜原因＞ 

   ラップ部の光電センサ又は、ハンシャキに飼

料やラップフイルムが付着、もしくは溜まっ

ています。 

   ベールが無いのに光電センサのランプ点灯 

 ＜処置＞ 

   センサ周りの飼料やラップフイルムを除去し

ます。 

 ＜注意＞ 

   飼料やラップフイルムを除去し、検出反応が

消えると、すぐにゲートが開き、ベールが排

出されるのでゲート付近には近づかないでく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． ベール排出、ラップ部にベールが移動中にゲー

トが閉まりベールを挟む 

 ＜原因＞ 

   ベール移動中にこぼれた飼料が、光電センサ

に反応しベール誤検出。 

 ＜処置＞ 

(1）操作ボックス「停止」スイッチを押しま

す。 

(2）「ゲート開」スイッチを押しゲートを開

けます。 

(3）「切替（ 搬送供給）」スイッチを１回

押し、ベールをラップ部に移動します。 

(4)「ゲート閉」スイッチを押しゲートを閉

じます。 

ゲートのロックが掛かるまで「ゲート

閉」スイッチを押してください。 

(5）「4 ラップ開始」スイッチを押して、

ラップ作業を開始します。 

(6）ベール成形作業を行う場合は、「1 成

形開始」スイッチを押してください。 

 

 

３． ベール排出、ゲートが閉じた後にゲートロック 

エラー 

・操作ボックス表示は ＜ハイシュツジ ゲートロ

ック＞ 

 ＜原因＞ 

   ゲートロックセンサ部に飼料が溜まりセンサ

が反応していない。 

 ＜処置＞ 

   センサ周りの飼料を除去します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． ベール排出時、ゲートの開く時間が遅くなり、

ベールを挟む 

 ＜原因＞ 

   加圧ローラ部のスクレーパに飼料の付着又は、

刺さり込んでしまい、ローラが回転していな

い。 

＜処置＞ 

   飼料を除去します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作業中に発生しうるエラーと処置 
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５． ビータでの飼料詰り（ビータ軸が回転していない） 

 ＜原因＞ 

   右図の囲み部分で飼料搬送中に投入され、囲み部分で押し固まってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ 

飼料の投入はアオパトライトが点灯中（ホッパコンベア動作中）に投入する様にしてください。 

 

 

６．ラッピングテーブルローラが下がらない 

 ＜原因＞ 

   図の囲み部分に飼料が堆積しテーブルローラ

が下がらない。 

   エラー表示 ＜ローラＦ サゲ＞ 

 

＜処置＞ 

   堆積した飼料を除去します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）トラクタのＰＴＯ停止しエンジンを停止させる

（4）　エンジンを始動し、PTOを入れて作業機を稼動

（5）操作ボックスの『切替（ビータホッパ）』スイッチを1回押す。
２回押すとホッパコンベアも動作するので注意する

ビータが動作しないビータが動作する

『１　成形開始』」スイッチを押して成形再開 （2）の手順からやり直す
ラップ部にベールがある場合は
『４　ラップ開始』スイッチを押して
フィルム巻付け再開

（2）操作ボックスの『停止』スイッチを押す

（3）ビータ周りの飼料を除去
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調 整 Ｓ－１５０１１６Ａ 
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